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◇ 議事日程 

１開 議 宣 言 

２諸般事項報告 

日程 

番号 

議案 

番号 
議       案       名 

１ ― 会議録署名議員の指名    

２ ― 一般質問（６番、３番） 

３ 
承認 

１ 
専決処分の承認について（令和４年度松野町一般会計補正予算（第７号））     

４ 
議案 

１ 
過疎地域持続的発展計画の変更について 

５ 
議案 

２ 
松野町国民健康保険条例の一部改正について   

６ 
議案 

３ 
松野町庁舎建設基金条例の廃止について 

７ 
議案 

４ 
松野町子ども・子育て会議条例の一部改正について 

８ 
議案 

５ 

松野町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定

める条例の一部改正について 

９ 
議案 

６ 

松野町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改

正について 

１０ 
議案 

７ 

松野町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部改正について 

１１ 
議案 

８ 
松野町介護保険条例の一部改正について 

１２ 
議案 

９ 
松野町中小企業・小規模企業振興基本条例の制定について 

１３ 
議案 

１０ 
可動式クライミングボードの設置及び管理に関する条例の制定について         
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１４ 
議案 

１１ 
松野町道の路線廃止及び認定について 

１５ 
議案 

１２ 
令和４年度松野町一般会計補正予算（第８号） 

１６ 
議案

１３ 
令和４年度松野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）  

１７ 
議案 

１４ 
令和４年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計補正予算（第３号）                

１８ 
議案 

１５ 
令和４年度松野町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

１９ 
議案 

１６ 
令和４年度松野町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１号）         

２０ 
議案 

１７ 
動産の買入れの変更について 

２１ 
議案 

１８ 
令和５年度松野町一般会計予算 

２２ 
議案 

１９ 
令和５年度松野町国民健康保険特別会計予算 

２３ 
議案 

２０ 
令和５年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計予算 

２４ 
議案 

２１ 
令和５年度松野町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 

２５ 
議案 

２２ 
令和５年度松野町介護保険特別会計予算 

２６ 
議案 

２３ 
令和５年度松野町後期高齢者医療保険事業特別会計予算 

２７ 
議案 

２４ 
令和５年度松野町簡易水道事業会計予算 
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５ 閉     議 

６ 散     会 
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議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

６ 番 山 石 

議 長 

６ 番 山 石 

 

 

 

 

 

これから、本日の会議を開きます。         (９：３０) 

まず、今期定例会に関する諸報告をします。今期定例会に提出され

る案件は、２５件であって、この議案番号、件名の詳細は、お手元の

議事日程表により御承知をお願いします。 

続いて、本日の議事日程を報告します。 

本日の議事日程は、お手元の議事日程表のとおりです。 

御承知をお願いします。 

次に、地方自治法第１２１条第１項の規定により、本日の会議に出

席する者は、お手元の一覧表のとおりです。 

御承知をお願いします。 

続いて、監査報告でありますが、監査委員から、令和４年１１月、

１２月、令和５年１月の例月現金出納検査の結果、厳正に執行されて

いる旨の報告を受けております。 

次に、議会閉会中の主要行事、事務等については、お手元の一覧表

のとおりです。 

御確認をお願いします。 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

本日の会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、５

番安西博文議員、６番山石恭助議員を指名します。 

日程第２ これより一般質問を行います。 

通告１番山石恭助議員の質問を許します。 

「議長、６番」 

「山石議員」 

初めてのことなのでちょっと不手際もあるかと思いますが、お許し

ください。 

地方公共交通の現状と課題、今後の見通しについてお尋ねいたしま

す。現在の松野町における交通手段は、コミュニティバスとタクシー

しかない現状にあります。 

コミュニティバスは、一定の路線を決まった時間に走行し、手段は
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坂 本 町 長 

議 長 

坂 本 町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

果たしております。 

しかし、高齢者や免許証を返納されて、公共交通を利用している人

は、便が少ない、待ち時間が長い、停留所までの距離が遠いので、高

齢者、障害者の苦労をしておる状況にあります。 

この状況を、町としては、交通手段の確保をどう考えておられるか

お聞かせ願いたい。 

以上です。 

「議長」 

「坂本町長」 

それでは、山石議員の御質問にお答えをいたします。 

山石議員の御質問、地域公共交通網の現況と課題、そして今後の見

通しについてお答えをいたします。 

現在本町では、公共交通網の確保策として、コミュニティバスを運

行しているところです。このコミュニティバスは、平成１６年度に民

間バス事業者が運行していた町内２路線の廃止に伴い、代替公共交通

手段として運行を始めたもので、目黒循環線と蕨奥循環線の２路線

を、それぞれ１日５便定時路線運行をしております。またこの運行開

始に合わせまして、新規路線として、上家地線に１日３便と葛川線に

１日２便の定時路線を開設し、平成２９年度から令和３年度の５ヶ年

平均で、年間１万４０７人の方が利用されております。 

また、コミュニティバスの運行以外にも、公共交通網の確保として、

自動車運転免許を自主返納された６５歳以上の高齢者、そして自動車

運転免許の交付を受けていない６５歳以上の高齢者、更に自動車を保

有していない６５歳以上の方に対し、令和２年度より、町内移動の公

共交通対策の新たな施策として、タクシー利用時の料金の半額を助成

する、高齢者外出支援事業を実施しておりまして、令和４年度には、

２月末現在で１１６人の方が利用申請をし、１万１００円のタクシー

チケット６０８１枚が使用されております。この数字は、令和２年度

に本制度を始めてから、年々数字が伸びている状況にあります。 
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以上の２つの施策により、ライフラインの維持、また公共交通網の

確保に努めているところであります。 

これから、本町において今後も高齢化は進行することが予想され、

それに伴い、移動手段として地域公共交通網の需要がますます高くな

ることが予想されます。また同時に、生活の多様化や地域の情勢変化

により、住民の皆さんの移動手段のニーズも多様化してくると考えら

れます。したがいまして、当然のことながら現在運行していますコミ

ュニティバスの運行ルートや時刻表の見直しなども必要になってく

るほか、山石議員さん御指摘のとおり、便数が少ないために待ち時間

が多いこと、バス停までの移動距離が長いことなどの課題もあります

ので、今後は、現在のコミュニティバスの定時路線運行以外の移動手

段の検討も必要となってくると考えられます。 

このような状況を考え、本町における多様な移動手段の需要に応

え、本町の実情に沿った住民の皆様が使いやすい、地域公共交通網を

作り上げるために必要となる事項を協議するために、交通事業者や地

域の関係者、専門家等で構成する松野町地域公共交通会議を設置した

ところであります。 

この協議会において、これまでコミュニティバスの運行状況や、先

ほど御紹介した高齢者外出支援事業の実施状況の検証、公共交通に関

する住民アンケートの実施や、新たに取り組む松野町地域公共交通計

画の策定に向けての審議を行ったところであります。 

この地域公共交通計画とは、多様化するニーズに応じた移動手段を

どのように確保するのかなどをはじめ、今後想定される高齢化社会に

即した地域公共交通網の在り方や、日常生活圏域におけるアクセスの

維持確保について、現況の交通体系の課題を分析しながら、地域の実

態に即した、将来にわたって持続可能な地域公共交通網を構築し、も

って、住みよいまちづくりにつなげることを目的として策定するもの

であります。 

計画策定に当たりましては、これまでのコミュニティバスの路線や
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６ 番 山 石 

議 長 

６ 番 山 石 

 

 

議 長 

 

３ 番 山 崎 

議 長 

ダイヤについての協議もさることながら、デマンドバスの運行や自動

車運転免許返納者への助成、更には乗り合いタクシーの可能性、そし

て既存の幹線であるバス事業者の路線やＪＲ予土線の存続と利用促

進など、多くの運行方法やシステム、交通インフラがある中で、その

ベストな組み合せを探しながら、効率性と利便性のバランス等を考慮

し、本町の実情に合わせた効果的な地域公共交通網の構築に向けて、

調査研究を重ねて取り組んで参りたいと考えております。 

また、令和５年度においては、愛媛県と松野町で連携をしまして、

オンデマンド交通、いわゆる乗り合いタクシーの実証実験に取り組む

こととしております。この実証実験の検証により、より実情に沿った

実効性の高い地域公共交通計画の策定と、計画に沿った住民の皆様が

御利用しやすい地域公共交通網を作り上げる施策が実施できるもの

と考えております。 

私も、住民の皆様とお話をする中で、この地域公共交通網のことに

大きな関心を持たれていることを感じております。住民の皆様から寄

せられる御意見や御要望をしっかりと反映させながら、よりよい地域

公共交通計画を練り上げ、本町の地域交通網の課題解決を図り、住民

の皆様の移動ニーズにお応えできる取り組みを進めて参りたいと考

えておりますので、議員各位におかれましても、より一層の御理解、

御協力を賜りますようお願い申し上げまして、答弁といたします。 

「議長、６番」 

「山石議員」 

今、町長からオンデマンドの計画があるということを聞きましたの

で、以上で質問を終わります。 

ありがとうございました。 

以上で、山石恭助議員の質問を終わります。 

続いて、通告２番山崎匡議員の質問を許します。 

「議長、３番」 

「山崎議員」 
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私も、初めてのこういう機会ですので、不適切な発言、また言葉足

らず点、数多くあると思いますがお許しをいただいたらと思います。 

私、２つの質問を通告書どおりしたいと思います。 

まず１つ目は、坂本町長のスローガンでもある「小さな町の大きな

挑戦」のまちづくりについて、坂本町長におかれましては、２０１６

年初当選してから２期目も中盤となり、目指していた政策、実行でき

たもの、また実行できなかったもの、自分なりに検証されていること

と思います。小さな町の大きな挑戦と言い続けるのなら、特色ある政

策、松野町独自の政策が必要ではないかと私は考えております。 

新任からの政策振り返り、これが小さな町の大きな挑戦という政策

の内容、また実効性について町長の意見をお聞かせください。 

抽象的な内容ではなく、より具体的な答弁を求めます。 

また、今後として、これが小さな町の大きな挑戦だといえる代表的

な政策についても御説明いただきたいと思います。 

そしてもう１つ、平成３０年の西日本豪雨災害後の防災減災対策に

ついてお聞きしたいと思います。 

皆さんも御存じのとおり、我が町でも甚大な被害を出した平成３０

年の西日本豪雨災害です。 

松野でも２２４件もの住宅が被害を受けています。我が町で、奇跡

的に人的被害が出なかったことは本当に不幸中の幸いだと思ってお

ります。 

四国地方でも当時の総量は１８００ミリとなり、７月の平均の２倍

から４倍といわれております。当町でも、目黒ではありますが７月５

日から７月８日までの４日間で、７１４ミリという雨量を記録してお

ります。年間の松野町の平均雨量が２７００ミリということなので、

たった４日間で年間雨量の４分の１を超えた雨が降ったということ

になります。 

洪水被害も７０年ぶりといわれておりますが、しかしながら今の異

常気象の状態を鑑みた時に、今後も同等または、それ以上の降水量を、
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坂 本 町 長 

議 長 

坂 本 町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつ記録するかも分りません。被害に遭った多くの住民の方のお話を

聞くと、やはり不安に思われてる方が数多くおられました。 

その時の被害を受けた状況を考えて、今後の水害対策について、広

見川の治水対策の進行状況、またはそれ以外の河川の進行状況も含め

て、そして崖崩れの危険がある住居等の対策について、どれぐらい進

んでいるかという状況を聞かせていただいたらと思います。 

広見川については、なかなか松野独自っていう政策ではないと思い

ますので、答えれる範囲で構いませんのでお聞かせいただいたらと思

います。 

以上です。 

「議長」 

「坂本町長」 

それでは、山崎議員の１つ目の御質問についてお答えをいたしま

す。 

私は、町長に就任して以来一貫して、「小さな町の大きな挑戦」と

いうスローガンを、町政の基本理念として、小さな町だからこそでき

るユニークな、そしてきめ細やかな政策に取り組んできたつもりで

す。 

御質問をいただきましたので、これまで実施してきた各分野の様々

な施策をこの機会に振り返ってみたいと思います。ただし今回の御質

問では、松野町独自の施策、小さな町の大きな挑戦と呼ぶにふさわし

い事業に限りということでありますので、例えば、長年の懸案であっ

た新庁舎建設事業や、緊急的な対応を要した西日本豪雨災害からの復

興、新型コロナ感染症への対応などは、本町独自のものではないため、

こういった一般的な事業は除外をさせていただきます。 

それでは、小さな町の大きな挑戦を具体的にあげさせていただきま

すが、私は、身近なまちづくりは、各部落が主体となって行うべきだ

との信念を持っておりまして、町内１０部落がそれぞれの個性を生か

した自主的な事業を展開できるように、思い切った権限、財源の移譲
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を行っております。各部落の判断と裁量で使い方を決定できる地域づ

くり交付金制度、生活道や排水路の整備を、各部落が決定できる道路

及び河川等環境整備事業、その農業版で、農道などの改修事業費の９

０％を補助する農業農村整備事業、最近では、街路灯のＬＥＤ化につ

いても、部落でモデル的に取り組む事業の補助制度を新設をいたしま

したが、これらを全て町の単独事業で、他の市町ではほとんど類似の

事例がないものです。 

また、役場職員に対しても、自分の地元の活動には積極的に関与す

るように指示をしておりまして、その一環として、部落での各種計画

を策定する際には、事務局となる担当職員を割り付ける仕組みも作っ

ております。 

次に、町民ひとりひとりの健康状態や生活習慣が把握できる利点を

生かして、地域包括支援センターを運営し、高齢者や障害のある方を

はじめ、全ての町民が安心して生活できる環境づくりに取り組んでお

ります。 

この地域包括システムは、他の市町ではなかなか実現ができていな

いものですが、現在は保健福祉課の職員が研修の講師として県内外に

招かれるなど、高い評価を受けております。具体的には、救急医療介

護等情報カード、いわゆる通称支えあいカード、これの設置や、今コ

ロナの影響で休止をしております地域食堂の運営などは、社会福祉協

議会と関係機関との連携、町民相互の信頼関係があってこそ実現でき

る事業だと思っております。 

基幹産業である農業では、２つの特徴的な事業があります。 

１つは、上家地部落再生事業、過疎化高齢化の進展によって、全国

の中山間地域で集落の消滅が危惧されており、本町の上家地部落にお

いても、このままでは近い将来に住民が１人もいなくなる事態が十分

想定をされます。このため、地元上家地部落、民間事業者である太陽

ファーム、そして行政がそれぞれ役割を分担し、三位一体となって上

家地部落の再生、存続に取り組むこととし、先日、協定書に調印をい
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たしました。この試みはですね、単に企業を誘致して経済を活性化さ

せるためのものだけではなくて、民間事業者の力を借りて、地域の担

い手を確保し、文化や生活、環境などコミュニティ機能の持続的な発

展を目指すもので、私は、全国の過疎対策のモデルになりうるものと

考えています。 

もう１つは、キウイフルーツ花粉事業です。 

愛媛県はキウイフルーツの全国一の産地ですが、輸入花粉を感染源

とするかいよう病が流行して、大打撃を受けました。このため、安心

で安全な国内花粉を、松野町で生産し、県内の生産農家に配布するビ

ジネスモデルを、県や民間事業者、関係機関と連携して構築をしてお

ります。これは、大規模な産地から遠いため、感染のリスクが低いと

いう地域の特性とともに、果樹栽培のスキルを持つ熱心な農家と、町

の三セクである農林公社、そして行政の緊密な関係性が重視されたも

のと考えており、将来的には、地域農業の１つの柱になるものと期待

をしております。 

商工業の分野では、地元の商店や企業の支援を最優先するという基

本的な考え方で、例えばコロナの対策事業では、他の市町で実施され

ていたプレミアム付商品券、そういったこれを販売するやり方ではな

くて、本町の場合は、町民各世帯に直接商品券を送付する、プッシュ

型の方式を選択し、より公平かつ迅速に家計と地域経済を支援するこ

とができました。 

このほかにも、商工会と連携したお買い物キャンペーンなどの地域

振興事業、まきステーションのバイオマス活用と連動した商品券事業

など、町内の各組織団体が有機的に連携協力できる、小さな町のメリ

ットを生かして、地域循環型、地域内完結型の経済モデルの確立に努

めているところであります。 

子育て教育の分野においても、児童生徒の人数が少ないということ

を逆手にとって、ひとりひとりの個性や関心、適性を重視した学習環

境を整えて参りました。 



－ 13 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば、東小学校、西小学校の大規模改修を実施し、県内でいち早

く空調設備の完備、トイレの洋式化を実現し、児童生徒用の木製の机

やいすを導入いたしました。また、ＡＬＴや学校生活支援員の配置人

数は、児童生徒数との比率では県内というトップレベルにあります。 

虹の森保育園においても、安心で安全な保育を実現するための大規

模改修を実施したほか、ＩＴを活用した管理システムの導入、木製玩

具の導入による木育教育の実施なども、本町独自の施策であります。 

本町の最大の課題である人口減少、これに対抗するための移住促進

施策ですが、本町では、働く場所と住むところを確保し、子育て支援

を充実させるという３点の支援策をセットにした移住促進松野モデ

ルに取り組んでいます。この働く場所の確保というところでは、県内

で唯一、特定地域づくり事業の採択を受け、町内事業者の人手不足解

消と移住者の安定した雇用を実現する仕組みを作っております。 

また空き家を活用して、移住者向けの住宅を確保することについて

も、多様なニーズに対応する複数の補助制度の創出や伊予銀行旧社宅

の転用などで対応をしております。 

このような事業は、決して多額の予算を投入した、巨大プロジェク

トではありませんが、小さな町松野町だからこそ可能な取り組みであ

り、そこにこだわって実現してきたものです。そして、このひとつひ

とつの事業の積み重ねが、松野町が生き残るための大きな挑戦であ

り、５０年後１００年後の松野町の将来に向けて、今を生きる私たち

が果たさなければならない責務だと考えています。 

童話のスイミーという話がありますけれども、小さな魚が大勢集ま

って同じ方向に泳ぐことで、大きな魚に負けない強い力を得ていまし

たが、行政の施策も同じで、一つの理念のもとで、様々な分野の様々

な事業を組合せ相乗効果を発揮させることで、より大きな成果が生ま

れるものだと思っています。 

最後に、今後取り組む事業について考えを述べよ、ということです

が、これは変動の激しい社会情勢に臨機応変に対応しつつ、議会との
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協議や町民の同意を得ながら決定しなければなりません。その幾つか

は、令和５年度の業務計画や当初予算で、新規事業あるいは重点事業

として表現していますので、この後の本会議、あるいは常任委員会等

の審議の中で説明をさせていただきます。 

しかし、せっかくの一般質問で、私の思いを明らかにせよとの御配

慮でございますので、まだまだ構想段階でありますが、今後必ず取り

組みたい実現したいと思っている、松野町ならではの施策を２つ発表

させていただきます。 

１つは、デジタル技術を活用した、高齢化社会にもなじむ地域通貨

の導入。そしてもう１つは、ＪＲ予土線の存続を切り口にした観光ま

ちづくり組織であるＤＭＯの設立です。この２つの事業につきまして

は、予算上の制約や人材確保の困難さも現実問題としてありますが、

費用対効果を検証しながら、一歩ずつでも具体化を進めていく所存で

ありますので、構想を進めていく段階で、議員各位の御理解、御協力

を是非お願いいたします。 

２点目の御質問、平成３０年の西日本豪雨災害のその後の防災減災

対策についてお答えをいたします。 

本町中心部を貫流する広見川は、古くから地域住民の歴史や文化、

生活の一部として親しまれ、日本最後の清流と呼ばれる四万十川の最

大の支流でありますが、梅雨や台風シーズンには、度重なる氾濫によ

り、住民生活へ被害をもたらしております。 

西日本豪雨災害では、梅雨前線の停滞による想定以上の雨量の影響

により広見川が氾濫し、浸水した家屋は約２５０世帯、インフラや農

地にも多くの被害が発生しており、被災した地域から、早期の河川整

備を要請する切実な声が届いております。 

広見川の治水対策につきましては、河川管理者であります愛媛県を

事業主体として、平成元年度に、蕨生、真土から鬼北町興野々までの、

約１３キロメートル区間の整備に着手をしておりまして、その中で本

町における計画工事延長は約１０．５キロメートルであります。本町
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区間の整備事業につきましては、蕨生、真土地区から吉野橋下流まで

の４．６キロメートル区間で、計画断面での施工が完了しております

が、その上流の吉野橋上流から延野々古井谷地区までの約５．９キロ

メートルでは、計画改修の約７割の暫定断面での施工が完了し、平成

２６年度からは、鬼北町工区の整備に移っております。 

西日本豪雨災害後の防災減災対策については、愛媛県事業による河

川内に堆積している土砂撤去や、今後の整備計画に必要な最大雨量を

想定した河川流量を把握するための測量調査が実施されております。 

先日、県南予地方局建設部と協議した中で、松野町内での河川改修

を当初の予定から前倒しをして実施することとし、具体的には、今年

度から延野々部落の、森の国大橋上流部の河川改修に着手をしたとの

報告を受けております。また令和５年度からは、豪雨災害において最

も被害の甚大であった吉野橋から上流ＪＲ鉄橋までの間でも、断面確

保のための河川掘削と並行して、河川改修設計業務にも着手予定であ

り、河川の観測カメラや水位計の設置も計画的に進めるとのことで

す。 

また広見川の中長期的な河川工事及び維持管理を具体的に示す、河

川整備計画の策定や大規模災害に備えて、流域関係者が協働して多様

な防災減災対策を講ずる流水治水など、ハードソフトと対策の両面で

検討を進めておりますが、河川全体の整備は、流域全体での長期的な

取り組みが必要であることから、引き続き、関係機関に事業の推進を

強く要望したいと考えております。 

次に、崖崩れの危険がある住居等への対策の進行状況についてお答

えいたします。 

町内には、土砂災害防止法に基づく土砂災害危険箇所が３９０ヶ所

あり、そのうち崖崩れにより人家や公共施設等に被害を及ぼす恐れが

ある急傾斜地は、２６０ヶ所が指定をされております。 

本町の土砂災害に対する取り組みは、愛媛県の崖崩れ防災対策事業

を活用しまして、土砂災害の危険性の高い崖地の法面対策を実施して
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おり、２６０ヶ所のうち２３５ヶ所が本町が事業主体となる、対策対

象箇所となっております。令和４年度末時点でのがけ地危険箇所の整

備率は、そのうち１１１ヶ所について対策工事を実施しており、着手

率は４７％となっております。近年の工事実施状況といたしまして

は、県内でもこれは多いほうの部類でございまして、年平均８ヶ所の

工事を実施しておりまして、未着手の１２４ヶ所についても、現地の

状況を確認し、緊急度の高いところから、順次、事業の推進に努める

こととしております。 

近年地球温暖化による気候変動の影響により、これまでに経験した

ことのないような猛烈な雨が降るなど、全国各地において、土砂災害

や洪水被害が頻発化、激甚化している状況であります。地域住民の生

命財産を守り、暮らしやすいまちづくりを創出するため、引き続き国

県に対しまして、効率的かつ迅速な事業を実施していただくよう強く

要望活動を行っていくこととしており、議員各位におかれましても、

御協力、御支援いただきますようお願い申し上げまして、答弁といた

します。 

「議長、３番」 

「山崎議員」 

町長答弁ありがとうございました。 

今お聞きして、ちょっとお聞きしたい点が１つございます。 

政策の部分なんですけれども、農業向けの政策として、上家地、そ

してキウイの花粉の最初の事業ということをお聞きしたんですけど、

私が、町内いろいろな方から意見をお聞きしている中で、町長自体が、

農業向けの支援策っていうのが、ちょっと薄いんじゃないかっていう

意見を数多く聞きました。農家も、御存じのとおり、大規模な農家か

ら小規模なほんとに家の食べる分だけっていう農家さんもおられま

す。そういう中で、肥料の高騰ですとか資材の高騰、米価の下落とい

う本当に深刻な状況が今続いていることだと思います。 

お願いでもあるんですけれども、百姓、農家の気持ちに寄り添って
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いただいて、農家の気持ちになってまた具体的な政策、支援策ってい

うのを打ち出していただきたいなというふうにお願いいたします。そ

して、２期目の選挙の時に、無投票で当選っていう形だったと思うん

ですけれども、それが町民の負託を全面に受けての、そういう当選だ

ろうと思いますんで、私一議員としては、強いリーダーシップを持っ

て、政策、実行、そしてより大きな挑戦といえる大胆な政策っていう

のを実行していただきたいと思います。 

より必要な政策については、私も一議員として、強力にバックアッ

プしていきたい、そういうふうに決意をしております。 

決して小さな町の小さな挑戦ならぬよう、御尽力をいただきたいと

思います。 

そしてもう１つ、すいません質問じゃないんですけども、広見川の

豪雨災害の件なんですけれども、やはり不安に思っている方が多いっ

ていうことは、情報っていうのが、あまり住民の方に行き渡ってない。

見た目で余り変わってないっていうのも大きいんだろうと思うんで

すよ。その辺の告知というか、こういう流れでやっていきますよって

いうことを、やはりいろんな機会で言っていただくっていうことが大

事なんじゃないかなと思います。で、今後とも、住民の方の不安を少

しでも払拭できるような政策、そして説明っていうのを求めたいと思

います。 

以上で私の質問は終わります。 

「議長」 

「坂本町長」 

はい。 

まず農業分野についてなんですけれども、農業は基幹産業と言われ

るだけではなくて、私は松野町の場合は、農業そのものが皆さんの生

活とか文化とか習慣とか、そういったところまで根差している、これ

はしっかりと守っていかなければならないものだと思います。 

ただ山崎議員御承知のように、松野町は非常に零細の農家が多く
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議 長 

３ 番 山 崎 

て、国が目指すような大規模な機械化したような農業は、なかなかな

じまないところがあります。そういったところをどのように住民の農

家の皆様のひとりひとりの御事情に寄り添っていくのか、松野町には

農林公社というすばらしいパートナーがおりますので、農林公社そし

て農協とも連携をしながら、この松野町ならではのものにしていきた

いと思います。 

今ほどキウイとそれから上家地の養豚のことを言ったんですが、や

っぱり農業の基幹となるのは、松野町の場合、米なんですよね。米を

どう守っていくか、稲作を守っていくか、これについては今回のウク

ライナの肥料の高騰の問題でも松野町が、いち早く米作農家のほうに

支援の策を設けましたし、ここをですね、これから十分に守っていき

たいというふうに思っています。あわせて、１番今勢いがあります柚

子これも守っていかなければならないし、桃、それから梅ですね、こ

ちらのほうもせっかく産地として、これだけ松野町で評価をされてお

りますので、こちらのほうにも力を入れていきたいと思います。御指

摘のとおりなかなか、農業分野、目に見える施策が少ないんじゃない

かという御指摘でございますけれども、私はもうしっかりとこの基幹

であります農業を守っていきたいというふうに思っていますので、是

非、御協力をお願いしたいと思います。 

また２期目ももう中盤になりました。言われましたように、実際に

できた事業、それからまだまだできていない事業もあります。この点

につきましては、これからの令和５年度の業務計画当初予算の中で、

また私の考えをお伝えしていきたいと思いますので、また議員さん方

も是非ですね、こんなこと取り組んでみたらどうかとかいうアドバイ

スといいますかアイデアがありましたら、是非この議会の中で、御提

案をいただいたらと思います。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

山崎議員いいですか。 

「議長、３番」 
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「山崎議員」 

はい。 

町長の意見、考え等は、十分御理解さしていただきました。農業分

野については、もっと深掘りした議論をしたいと思ってますんで、ま

た折を見て、定例会等でまた御質問させていただきたいと思います。 

以上で私の質問を終わります。 

以上で、山崎匡議員の質問を終わり、これで一般質問を終わります。 

日程第３ 承認第１号「専決処分の承認について 令和４年度松野

町一般会計補正予算第７号」を議題とします。 

町長に提案理由の説明を求めます。 

「議長」 

「坂本町長」 

それでは承認第１号「令和４年度松野町一般会計補正予算（第７

号）」について御報告を申し上げます。 

本案は、地方自治法第１７９条第１項の規定により本年２月７日付

けで専決処分をしました補正予算につきまして、同条第３項の規定に

基づき、その承認を求めるものであります。 

今回の補正予算は、国の施策により、全ての妊婦子育て世帯が安心

して出産子育てができますよう、妊娠期から出産子育てまで一貫して

身近で相談に応じ、様々なニーズに即して必要な支援につなぐ伴走型

相談支援の充実を図り、妊婦子育て世帯に対し、出産応援、子育て応

援を一体的に実施することを目的としております。 

歳入歳出予算の補正額は、２０８万４千円の追加で、補正後の予算

総額を歳入歳出それぞれ４５億９千５２４万４千円としたものです。 

歳出予算の補正内容は、４款衛生費の保健衛生費に、出産育児関連

用品を購入するための経費のほか、子育て支援サービスの利用負担軽

減を図るため、出産子育て応援給付金１２０万円を追加するほか、関

連するシステムの改造委託料８８万４千円を追加するものです。これ

により、全ての妊婦、子育て世帯が安心して出産子育てができるよう、
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伴走型相談支援の充実を図るとともに、妊娠の届出や、出生の届出を

行った妊婦子育て世帯等に対し、一体的な支援を実施するものです。 

これに対応する歳入補正予算として、１４款国庫支出金１６８万３

千円、１５款県支出金２０万円を追加するほか、前年度繰越金２０万

１千円を追加して財源としております。 

以上よろしく御審議を賜り、御承認いただきますようお願い申し上

げます。 

これから、本案に対する質疑を行います。 

(質疑 ～ なし) 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております承認第１号は、即決したいと思いま

す。 

御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、承認第１号は即決することに決定しました。 

続いて、本案に対する討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

(反対討論 ～ なし) 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

(賛成討論 ～ なし) 

討論なしと認めます。 

これから、承認第１号を採決します。 

本案を原案のとおり承認することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 全員） 

起立全員です。 

したがって、承認第１号「専決処分の承認について 令和４年度松

野町一般会計補正予算第７号」は、原案のとおり承認することに決定
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しました。 

日程第４ 議案第１号「過疎地域持続的発展計画の変更について」

を議題とします。 

町長に提案理由の説明を求めます。 

「議長」 

「坂本町長」 

それでは議案第１号「過疎地域持続的発展計画の変更について」提

案理由を御説明申し上げます。 

今回提案いたします過疎地域持続的発展計画につきましては、令和

３年９月定例議会において議決いただき、策定したものでありまし

て、この計画により、移住、定住、地域間交流の促進をはじめ、人材

育成、産業の振興、地域における情報化、交通施設の整備、交通手段

の確保、生活環境の整備、子育て環境の確保、高齢者等の保健及び福

祉の向上及び増進、医療の確保、教育の振興、集落の整備、地域文化

の振興、再生可能エネルギーの利用促進、その他地域の持続的発展に

関し、必要な事項など諸般にわたる活性化事業に取り組むこととして

おります。 

今回の計画変更は、計画目標達成に向けて取り組むべき事業を再検

討、精査をしている過程で必要となった企業版ふるさと納税の活用に

より、事業実施を計画しております放課後児童クラブの施設及び、設

備の整備についての事業を追加し、過疎地域である本町の課題解決を

図るものであります。 

よろしく御審議をいただき、議決賜りますようお願いを申し上げま

す。 

これから、本案に対する質疑を行います。 

(質疑 ～ なし) 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第１号は即決したいと思いま
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す。 

御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、議案第１号は即決することに決定しました。 

続いて、本案に対する討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

(反対討論 ～ なし) 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

(賛成討論 ～ なし) 

討論なしと認めます。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 全員） 

起立全員です。 

したがって、議案第１号「過疎地域持続的発展計画の変更について」

は、原案のとおり可決することに決定しました。 

日程第５ 議案第２号「松野町国民健康保険条例の一部改正につい

て」を議題とします。 

町長に提案理由の説明を求めます。 

「議長」 

「坂本町長」 

それでは議案第２号「松野町国民健康保険条例の一部改正につい

て」提案理由を御説明申し上げます。 

本案は、国民健康保険法施行令の一部を改正する政令及び、健康保

険法施行令等の一部を改正する政令が令和５年２月１日にそれぞれ

公布され、同年４月１日から施行されることに伴い、松野町国民健康

保険条例の一部を改正するものであります。 

この改正によりまして、出産育児一時金の額を現行の４２万円から

５０万円に引き上げるものであります。 
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よろしく御審議を賜り、議決いただきますようお願い申し上げま

す。 

これから、本案に対する質疑を行います。 

(質疑 ～ なし) 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第２号は即決したいと思いま

す。 

御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、議案第２号は即決することに決定しました。 

続いて、本案に対する討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

(反対討論 ～ なし) 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

(賛成討論 ～ なし) 

討論なしと認めます。 

これから、議案第２号を採決します。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 全員） 

起立全員です。 

したがって、議案第２号「松野町国民健康保険条例の一部改正につ

いて」は、原案のとおり可決することに決定しました。 

ここでしばらく休憩します。           (１０：１８) 

(休憩１０：１８ ～ 再開１０：３０) 

休憩前に引き続き会議を開きます。        (１０：３０) 

日程第６ 議案第３号「松野町庁舎建設基金条例の廃止について」

を議題とします。 



－ 24 － 

 

坂 本 町 長 

議 長 

坂 本 町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

町長に提案理由の説明を求めます。 

「議長」 

「坂本町長」 

それでは議案第３号「松野町庁舎建設基金条例の廃止について」提

案理由を御説明申し上げます。 

松野町庁舎建設基金条例につきましては、庁舎建設に必要な財源を

確保するため、平成２５年度に制定したものであります。 

庁舎建設に当たっては、平成３０年度に基本計画を策定し、令和元

年度に実施計画を行い、令和２年度から建設工事を進めて参りまし

た。おかげをもちまして、令和４年９月に、新庁舎の落成を迎え、約

５年間にわたる事業が完了し、その財源として総額２億８千１６４万

４千４１円の庁舎建設基金を全額充当したことから、本基金条例を廃

止しようとするものであります。 

よろしく御審議を賜り、議決いただきますようお願い申し上げま

す。 

これから、本案に対する質疑を行います。 

(質疑 ～ なし) 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第３号は即決したいと思いま

す。 

御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、議案第３号は即決することに決定しました。 

続いて、本案に対する討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

(反対討論 ～ なし) 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

(賛成討論 ～ なし) 
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討論なしと認めます。 

これから、議案第３号を採決します。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 全員） 

起立全員です。 

したがって、議案第３号「松野町庁舎建設基金条例の廃止について」

は、原案のとおり可決することに決定しました。 

日程第７ 議案第４号「松野町子ども・子育て会議条例の一部改正

について」及び日程第８ 議案第５号「松野町特定教育・保育施設及

び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正

について」を一括議題とします。 

町長に提案理由の説明を求めます。 

「議長」 

「坂本町長」 

それでは、議案第４号「松野町子ども子育て会議条例の一部改正に

ついて」及び、議案第５号「松野町特定教育保育施設及び特定地域型

保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について」は、

関連がありますので、一括して提案理由を御説明申し上げます。 

本案は、こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する

法律及び、こども基本法が令和４年６月２２日にそれぞれ公布され、

原則令和５年４月１日に施行されることに従い、関連のある条例の一

部を改正するものであります。 

この改正は、主に条項のずれに対応するもので、形式を整えるため

のものであります。 

よろしく御審議を賜り、議決いただきますようお願い申し上げま

す。 

これから、議案第４号及び議案第５号に対して、一括して質疑を行

います。 

(質疑 ～ なし) 
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質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第４号及び議案第５号は、即決

したいと思います。 

御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、議案第４号及び議案第５号は即決することに決定しま

した。 

続いて、討論採決を行います。 

この討論採決は、案件ごとに行います。 

初に、議案第４号の討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

(反対討論 ～ なし) 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

(賛成討論 ～ なし) 

討論なしと認めます。 

これから、議案第４号を採決します。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 全員） 

起立全員です。 

したがって、議案第４号「松野町子ども・子育て会議条例の一部改

正について」は、原案のとおり可決することに決定しました。 

続いて、議案第５号の討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

(反対討論 ～ なし) 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

(賛成討論 ～ なし) 

討論なしと認めます。 
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これから、議案第５号を採決します。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 全員） 

起立全員です。 

したがって、議案第５号「松野町特定教育・保育施設及び特定地域

型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について」

は、原案のとおり可決することに決定しました。 

日程第９ 議案第６号「松野町家庭的保育事業等の設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部改正について」及び日程第１０、議案

第７号「松野町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部改正について」を一括議題とします。 

町長に提案理由の説明を求めます。 

「議長」 

「坂本町長」 

それでは議案第６号「松野町家庭的保育事業等の設備及び運営に関

する基準を定める条例の一部改正について」及び、議案第７号「松野

町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部改正について」は、関連がありますので、一括して提案理由

を御説明申し上げます。 

本案は、児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部を改正

する省令が、令和４年１１月３０日に公布され、令和５年４月１日に

施行されることに伴い、関連のある条例の一部を改正するものであり

ます。 

主な改正内容は、事業所等での安全点検、職員、利用者等に対する

活動や取り組み等、生活やその他の日常生活における安全に関する指

導、訓練、研修に関する計画等の策定、職員に対する感染症等の予防

のための研修及び予防等のための訓練の定期実施の項目等を追加す

るものであります。 

よろしく御審議を賜り、議決をいただきますようお願い申し上げま
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す。 

これから、議案第６号及び議案第７号に対して、一括して質疑を行

います。 

(質疑 ～ なし) 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第６号及び議案第７号は、即決

したいと思います。 

御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、議案第６号及び議案第７号は即決することに決定しま

した。 

続いて、討論採決を行います。 

この討論採決は、案件ごとに行います。 

最初に、議案第６号の討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

(反対討論 ～ なし) 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

(賛成討論 ～ なし) 

討論なしと認めます。 

これから、議案第６号を採決します。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 全員） 

起立全員です。 

したがって、議案第６号「松野町家庭的保育事業等の設備及び運営

に関する基準を定める条例の一部改正について」は、原案のとおり可

決することに決定しました。 

続いて、議案第７号の討論を行います。 



－ 29 － 

 

 

議 長 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

坂 本 町 長 

議 長 

坂 本 町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

(反対討論 ～ なし) 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

(賛成討論 ～ なし) 

討論なしと認めます。 

これから、議案第７号を採決します。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 全員） 

起立全員です。 

したがって、議案第７号「松野町放課後児童健全育成事業の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部改正について」は、原案のと

おり可決することに決定しました。 

日程第１１ 議案第８号「松野町介護保険条例の一部改正につい

て」を議題とします。 

町長に提案理由の説明を求めます。 

「議長」 

「坂本町長」 

それでは議案第８号「松野町介護保険条例の一部改正について」提

案理由を御説明申し上げます。 

本議案は、令和５年度以降における国の財政支援の取り扱い方針の

決定に伴い、新型コロナウイルス感染症の影響による介護保険料の減

免基準を改めるものです。 

新型コロナウイルス感染症の影響により、介護保険料の減免を行っ

た場合、その減免分については、国から特別調整交付金として、財政

支援を受けられますが、財政支援の減免対象が令和４年度までの保険

料となることから、所要の改正を行うものでございます。 

よろしく御審議を賜り、議決いただきますようお願い申し上げま

す。 

これから、本案に対する質疑を行います。 
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坂 本 町 長 

 

 

(質疑 ～ なし) 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第８号は即決したいと思いま

す。 

御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、議案第８号は即決することに決定しました。 

続いて、本案に対する討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

(反対討論 ～ なし) 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

(賛成討論 ～ なし) 

討論なしと認めます。 

これから、議案第８号を採決します。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 全員） 

起立全員です。 

したがって、議案第８号「松野町介護保険条例の一部改正について」

は、原案のとおり可決することに決定しました。 

日程第１２ 議案第９号「松野町中小企業・小規模企業振興基本条

例の制定について」を議題とします。 

町長に提案理由の説明を求めます。 

「議長」 

「坂本町長」 

それでは、議案第９号「松野町中小企業・小規模企業振興基本条例

の制定について」提案理由を申し上げます。 

本町は、伊予と土佐の国境に位置し、交通の要衝として人々や物の
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議 長 

７ 番 赤 松 

往来が盛んな立地から、商店などが各地に集積していたほか、基幹産

業である農業をはじめ、建設業、飲食店やサービス業などの多様な産

業構造を有しております。 

特に、町内の大部分を占める中小企業及び小規模企業は、産業振興

や雇用の創出、様々なサービスの提供等を通じ、本町住民生活の向上

に大きな役割を果たしており、町の活力を上げていく点からも、その

振興を図ることは、松野町の持続的な発展にとって極めて重要である

と言えます。 

このような中、グローバル化や人口減少など、中小企業・小規模企

業を取り巻く環境が大きく変化しており、持続的な成長を遂げるに

は、企業のみならず、関係団体や住民の皆様が、中小企業・小規模企

業の果たす役割への理解を深め、本町内での消費促進による経済循環

の仕組みを作り上げる必要があります。また、それぞれの中小企業・

小規模企業が切磋琢磨し、魅力的な商品やサービスを提供することに

より、町外から多くのお客様を呼び込み、外貨の獲得により、経済循

環の活性化、企業の成長、新規事業者の起業支援など持続的な発展と

事業の継承を目指していく環境を整えて参りたいと考えております。 

今回上程をいたします松野町中小企業・小規模企業振興基本条例

は、小規模企業振興法の制定及び小規模企業振興基本計画の策定によ

り、地方公共団体が、小規模企業振興に関する施策を実施する責務が

明確にされたことなどを受け、また中小企業・小規模企業の振興が、

住民生活の向上に果たす役割の重要性に鑑み、企業の自主的な努力を

基本としながらも、企業のみならず、町や関係団体、住民が相互に理

解、連携して、本町地域経済の更なる活性化と、中小企業・小規模企

業の振興の一層の推進を図るため、本条例を制定するものでありま

す。 

よろしく御審議賜り、議決いただきますようお願い申し上げます。 

これから、本案に対する質疑を行います。 

「議長、７番」 
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「赤松議員」 

今ほど町長のほうから、詳しく提案理由の説明があったわけでござ

いますが、そこで１つお聞きしたいんですが、小規模企業振興基本法

は、平成２６年に制定され、国のほうが、小規模企業施策の５年間の

基本計画を策定し、国会に報告するということで、伴うとともに、市

町村、商工会、金融機関等が連携して、小規模事業者を支援すること

となっておりますが、制定から１０年経過をした現在、今回条例制定

に至ったその基本的な考え方、今、目的等は、縷々説明があったわけ

でございますが、１０年たって今現在、なぜ今回制定をされることに

なったのか、その辺の動機といいましょうか、経緯等をお聞かせ願い

たいと思います。 

「議長」 

「井上課長」 

はい。 

今ほどの赤松議員さんの御質問にお答えいたします。 

これまでも松野町としては、中小企業の振興に様々な制度融資、い

ろいろな制度を設けて支援をして参りました。ですが、昨今の経済状

況、コロナウイルス感染症対策、様々な要因が重なりまして、今一度、

中小企業小規模企業の振興に取り組む決意を表わさないといけない

というところのタイミングが、今、法制定から１０年たったところで

ございますが、あります。したがいまして、町のほうでも、中小企業・

小規模企業の振興施策を様々な制度、森の国特産品振興キックオフ補

助事業とか、制度融資の利子補給事業であるとか、商工会の地域振興

事業であるとか、店舗等リニューアル補助事業等、新規事業、こちら

は新規事業になるんですが、こっちのほうも新たに打ち出していこう

と考えております。 

ですが、ひとつひとつの施策はあるのですが、それを一体的に、体

系的に、やはり基本となる条例で指し示して、それぞれの役割を今一

度、再度ここで新たに振興をしていこうという決意を新たにしていき
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たいというところでの、中小企業・小規模企業振興基本条例を定めた

タイミングでございます。 

以上、答弁のほう終わります。 

「議長、７番」 

「赤松議員」 

考え方は、よく分ったわけでございますが、その中で条例の内容を

見てみますと、第５条に町の責務それから６条が事業者の役割、以下

商工会の役割、そして第８条ですが、これが重要と思っているわけで

ございますが、住民の理解及び協力がうたわれております。第９条で

施策の実施状況の検証として、中小企業・小規模企業、商工会その他

必要と認める団体からの意見を聞いた上で検証し、より効果的な施策

の策定及び実施に努めるものとする。ということがうたわれておりま

す。 

やはり地域ぐるみで小規模事業者を支援するには、顧客であります

地域住民の協力が１番、重要と思われますが、条文ではその他必要と

認める団体と表現されているだけでございます。 

そのようなことで、これに対してどのように考えられているのか、

お伺いをしたいと思います。 

「議長」 

「坂本町長」 

はい。 

これ事業者、それから消費者側、双方、この条例の趣旨を御理解い

ただいて、協力をいただくことが最も肝要だと思います。 

そういった中で、その他に含まれるものとしましては、例えば管内

の１番の経済団体であります農協もそうでございますし、また町内で

最も何といいますか、会員数といいますか、シェアが大きい老人クラ

ブの皆様、あるいは主婦の皆様、こういったところ、区長会を通じて、

こういったところの意見も把握しなければならないと思っておりま

す。そういった幅広い意見を聴取して、この条例の持っております基
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本理念を実現していきたいと思っております。 

まずはですね、やっぱり、これは当初予算の審議の中でも、是非訴

えていきたいことなんですけれども、地域内循環型の経済というもの

を作らなければ、どんどんどんどんお金が今町外に流出をしていって

おりますので、役場の職員から率先してですね、町内で物を買う、サ

ービスを提供してもらうという、システムを作っていきたいというふ

うに思っております。 

「議長、７番」 

「赤松議員」 

住民の意見も聞くということで、区長会等の話も出たわけでござい

ますが、是非、施策を企画実施する側ではなく、それだけではなくて、

やはりそのサービスいうか、そういうものを受けられる地域住民の方

の意見も十分聞ける、参画できるような仕組みづくりをお願いしたい

と思います。 

そういうことで小規模事業者の活性化というものは、地域の活力向

上には表裏一体の大変大事な内容でございますので、今後、しっかり

基本条例に基づいて、中小企業の振興に努めていただいたらと思いま

す。 

以上で質問を終わります。 

答弁はいいですか。 

何か町長ありましたら。 

「議長」 

「坂本町長」 

はい。 

御指摘ありがとうございます。 

今おっしゃいましたように、住民の皆さん、特に消費者側といいま

すか、そちら側のサイドに十分留意をして、じゃあどうしたら、町内

で物を買っていただくのか、サービスを受け取ってもらうのかという

意見をですね、十分に把握していきたいと思います。 
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ありがとうございました。 

「議長、３番」 

「山崎議員」 

関連団体商工会のメンバーである立場から言わせていただきます。 

商工業、商工会員数もやっぱどんどん減っていきよる状況の中で、

町がこういうことを、独自に取り組んでいただけるということは、会

員としてはすごくありがたいことだろうと思っております。 

店舗が空き店舗等とか、店を閉めるとか、そういうことが起こりま

すと、やっぱり町の閉塞感に即つながるという、寂しいまちだなって

いう印象をすごく大きく与えるようなことになります。 

そういう意味では、本当に事業を継続していただける効果的な政策

を、各店舗に応じたきめ細かい支援策を是非していただいて、まちが

少しでも発展できるようにお願いしたらと思います。 

「議長」 

「坂本町長」 

はい。 

今回の令和５年度予算でですね、新しい事業として、店舗のリニュ

ーアルについて、補助をしようという制度も今、提案をさせていただ

くことになっております。 

そういったところの議論も踏まえてですね、お互い商工会の会員の

皆さんの御意見、それから消費者からの御意見、そういったものを反

映できるこれからの施策を打っていきたいと思います。 

ありがとうございました。 

これで、質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第９号は即決したいと思いま

す。 

御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 
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異議なしと認めます。 

したがって、議案第９号は即決することに決定しました。 

続いて、本案に対する討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

(反対討論 ～ なし) 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

(賛成討論 ～ なし) 

討論なしと認めます。 

これから、議案第９号を採決します。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 全員） 

起立全員です。 

したがって、議案第９号「松野町中小企業・小規模企業振興基本条

例の制定について」は、原案のとおり可決することに決定しました。 

日程第１３ 議案第１０号「可動式クライミングボードの設置及び

管理に関する条例の制定について」を議題とします。 

町長に提案理由の説明を求めます。 

「議長」 

「坂本町長」 

それでは議案第１０号「可動式クライミングボードの設置及び管理

に関する条例の制定について」提案理由を御説明申し上げます。 

本案は、本町がアウトドアスポーツの聖地化を目指す取り組みの一

環として、近年オリンピックにも採用されているホルダリング競技に

おいて、本町でも普及を図るため、可動式クライミングボード、キル

ターボードを設置するに当たり、必要な条例を制定するものでありま

す。 

第１条に設置目的、第２条に名称、第３条から第７条及び第１１条

から第１５条に利用等に関する規定、第８条から第１０条に使用料等

に関する規定、第１６条から第１９条に指定管理に関する規定、第 
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２０条に委任条文を定めております。 

以上、よろしく御審議を賜り、議決いただきますようお願い申し上

げます。 

これから、本案に対する質疑を行います。 

(質疑 ～ なし) 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第１０号は即決したいと思い

ます。 

御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、議案第１０号は即決することに決定しました。 

続いて、本案に対する討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

(反対討論 ～ なし) 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

(賛成討論 ～ なし) 

討論なしと認めます。 

これから、議案第１０号を採決します。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 全員） 

起立全員です。 

したがって、議案第１０号「可動式クライミングボードの設置及び

管理に関する条例の制定について」は、原案のとおり可決することに

決定しました。 

日程第１４ 議案第１１号「松野町道の路線廃止及び認定につい

て」を議題とします。 

町長に提案理由の説明を求めます。 
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「議長」 

「坂本町長」 

それでは議案第１１号「松野町道の路線廃止及び認定について」提

案理由を御説明申し上げます。 

本案は、道路法第１０条第１項の規定に基づき、町道の路線を廃止

し、同法第８条に基づき、町道の路線を認定することについて、議会

の同意を求めるものであります。 

今回新たに認定しようとする区間は、町道西の川線と町道西の川陽

の地線を結ぶ農道２２９．２メートルであります。 

農道区間は、平成２７年度から、生活の利便性及び円滑な交通の確

保を目的に整備に着手いたしまして、本年度実施しております舗装工

事により、全ての整備が完了したものであります。 

町道西の川陽の地線は、地域住民の生活道であるとともに、コミュ

ニティバス路線としても利用されており、集落間を結ぶ重要な路線で

あることから、農道区間を町道西の川陽の地線に移管し、松野町道と

して管理を行うもので、区域の変更に伴い路線の廃止及び路線の認定

を提案するものであります。 

以上、よろしく御審議を賜り、議決いただきますようお願い申し上

げます。 

これから、本案に対する質疑を行います。 

(質疑 ～ なし) 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第１１号は即決したいと思い

ます。 

御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、議案第１１号は即決することに決定しました。 
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続いて、本案に対する討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

(反対討論 ～ なし) 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

(賛成討論 ～ なし) 

討論なしと認めます。 

これから、議案第１１号を採決します。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 全員） 

起立全員です。 

したがって、議案第１１号「松野町道の路線廃止及び認定について」

は、原案のとおり可決することに決定しました。 

日程第１５ 議案第１２号「令和４年度松野町一般会計補正予算

(第８号)」以下、日程番号の順を追い、日程第１９ 議案第１６号「令

和４年度松野町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算(第１号)」

までの５議案について一括議題とします。 

町長に提案理由の説明を求めます。 

「議長」 

「坂本町長」 

それでは議案第１２号から第１６号まで「令和４年度松野町一般会

計補正予算(第８号)」ほか、特別会計４会計の補正予算につきまして、

関連がありますので一括して提案理由の説明を申し上げます。 

本年度最終の補正予算は、各種事業費の確定や精算見込みによる過

不足の調整と、特殊事情による追加など特別会計を含めた決算状況を

見通しながら編成をしております。 

まず、議案第１２号「令和４年度松野町一般会計補正予算 (第８号)」

は、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ１億３千４９５万４

千円を減額し、補正後の総額を歳入歳出それぞれ４４億６千２９万円

にしようとするものであります。 
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はじめに繰越し明許費でございますが、地方自治法第２１３条第１

項の規定により、翌年度に繰越して使用することができる経費とし

て、第２表に事業名と金額を掲載をしております。諸事情により繰越

しが必要となった、地域情報通信基盤整備事業ほか１０事業で、繰越

し総額は、１億３千６０４万１千円としております。 

これにつきましては可能な限り、早期に完了できるように取り組む

所存であります。 

次に、歳出予算の補正内容につきまして、御説明申し上げます。 

歳出補正予算のうち追加する主なものは、まず２款総務費では、一

般管理費に退職職員に係る退職手当の調整により、退職手当負担金２

９２万６千円を追加するほか、コミュニティバス運行費に、宇和島自

動車が運行する町内バス路線の赤字補てんに対する補助として、生活

交通路線維持費補助金１５８万８千円を追加しております。また、情

報通信基盤施設管理費に、安定した通信基盤を確保するための機器を

追加整備する費用として、鬼北地域情報通信基盤施設管理運営費負担

金を、４５８万３千円追加しております。 

３款民生費では、障害者福祉費に、令和３年度の事業費の精算に伴

い、障害者医療国庫負担金返還金、１２６万１千円を追加するほか、

子ども子育て支援事業交付金返還金など、事業費の精算に伴う返還金

をそれぞれ追加しております。 

４款衛生費では、保健衛生費に、中央診療所における新型コロナウ

イルス感染症の影響による、診療収入の減少等により、本年度決算が

赤字となる見込みのため、その収支補填分として、中央診療所特別会

計繰出金５千３３６万５千円を追加しております。 

７款商工費の観光費では、電気代の高騰等により、厳しい経営状況

となっている虹の森公園において、施設の運営及び維持管理に要する

経費として、指定管理者である株式会社まちづくり松野に対し、河川

公園施設指定管理料１千２５０万円を追加するほか、同じく、電気、

燃料代の高騰等により、厳しい経営状況となっている森の国ぽっぽ温



－ 41 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泉についても、指定管理者である社会福祉法人宇和島福祉協会に対す

る、ふれあい交流館温浴部門指定管理料７３０万円を追加しておりま

す。 

１０款教育費の小学校管理費には、電気代の高騰により不足する光

熱水費について、８１万８千円を追加するほか、学校給食費では、共

同調理場における光熱水費として、６２万２千円を追加しておりま

す。 

一方減額となる歳出補正予算の主なものは、２款総務費の企画費で

は、移住定住促進を目的とした、移住者住宅改修支援事業費補助金４

４０万円、空き家活用移住者住宅整備補助金８００万円を実績見込み

により減額しております。 

３款民生費の社会福祉総務費では、実績見込みにより、住民税非課

税世帯に対する臨時特別交付金、１千４９０万円を減額し、老人福祉

費では、高齢者福祉施設等新型コロナウイルス感染症検査費用補助

金、５３３万４千円を減額しております。 

６款農林水産業費の担い手対策費では、新規就農者支援事業費補助

金３１５万円、担い手総合支援事業費補助金３０３万８千円を、実績

見込みにより減額し、７款商工費の商工振興費では、森の国松野町地

域応援商品券配付事業補助金を実績見込みにより、町単独分４６４万

１千円、愛媛県連携分４３６万３千円をそれぞれ減額をしておりま

す。 

８款土木費の道路橋梁費では、事業の見直しや入札執行による事業

費の確定により、橋梁修繕調査設計委託料５１０万円を減額するほ

か、工事請負費１千６３５万円を減額し、砂防事業費でも、事業の見

直し等により工事請負費１千３３７万２千円、住宅管理費では、民間

木造住宅耐震改修事業費補助金３０３万２千円、民間木造住宅耐震シ

ェルター設置事業費補助金１２０万円を、実績見込みにより減額をし

ております。 

１０款教育費の事務局費では、コロナの影響による海外語学研修及
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び、滑床イングリッシュキャンプの未開催により、人材育成基金事業

助成金２７０万円を減額するほか、スポーツ交流センター費では、屋

根改修工事の入札執行等に伴う事業費の確定により、工事請負費１千

５９１万４千円を減額しております。 

次に、歳入補正予算のうち、追加する主な内容は、１款町税のうち、

個人住民税は、課税所得の増などにより、５７４万５千円、固定資産

税は、地目変更による評価額の増や、法人家屋の新築などにより、４

７１万６千円を追加しております。 

一方減額となる歳入の主な内容は、特定財源では、各種事業費の決

算見込みにより、１４款国庫支出金６千１７７万９千円を減額するほ

か、１５款県支出金３千２７６万４千円、２１款町債のうち、過疎対

策事業債ハード事業分は、入札執行等による事業費の確定により、２

８０万円、ソフト事業分は、国の予算超過による発行可能額の圧縮に

伴い２千８４０万円を減額し、過疎対策事業債全体では、３千１２０

万円を減額しております。 

また、緊急自然災害防止対策事業債６７０万円、緊急防災減災対策

事業債１千３９０万円、公共施設等適正管理推進事業債３２０万円を

それぞれ減額をしております。 

一般財源では、１款町税のうち法人住民税を、企業収益の減収によ

り３０４万３千円、１８款繰入金のうち、財政調整基金繰入金を５千

万円減額し、最終の財源調整により、１０款地方交付税６千１５６万

６千０００円、１９款前年度繰越金７２２万４千円、それぞれ追加し

て調整をしております。 

続きまして特別会計の補正予算について御説明を申し上げます。 

議案第１３号「令和４年度松野町国民健康保険特別会計補正予算

(第２号)」は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１４３万４

千円を減額し、補正後の総額を歳入歳出それぞれ６億８５０万３千円

にしようとするものであります。 

歳出の主なものは、実績見込みにより、６款保健事業費の特定健康
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診査等事業費１０１万５千円、保健衛生普及費３３万９千円を減額し

ております。 

歳入の主なものは、決算見込みにより、１款国民健康保険税を１０

６万７千円、７款繰入金を、４３万４千円減額しております。 

次に、議案第１４号「令和４年度松野町国民健康保険中央診療所特

別会計補正予算(第３号)」は、歳入歳出の予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ２千３０１万５千円減額しまして、補正後の総額を、歳入歳出そ

れぞれ３億２千８２９万９千円にしようとするものであります。 

歳出の主なものは、１款総務費の一般管理費では、人事異動に基づ

く調整として、一般職給与５４０万円、職員手当等３７９万円を減額

し、実績見込みにより、医師業務委託料１３７万円、県僻地医療拠点

病院医師派遣負担金１３５万円を減額しております。 

また２款医業費の医療用機器器具費では、内視鏡システム購入費

を、入札執行に伴い２１８万９千円減額しております。 

次に、歳入の主なものは、決算見込みにより、１款診療収入を８千

３６４万１千円、９款町債を７１０万円減額する一方、新型コロナウ

イルス感染症の影響による診療収入の減少により、今年度決算の形式

収支を調整するための措置として、６款繰入金のうち、一般会計繰入

金を５千３３６万５千円を追加しております。 

次に議案第１５号「令和４年度松野町介護保険特別会計補正予算

(第３号)」は、歳入歳出予算の総額を増減なしとし、歳入歳出予算の

総額をそれぞれ７億７千８８０万円とするものです。 

補正内容は、歳入において、１款保険料実績見込みにより２千２３

０万１千円減額し、その補填措置として、７款繰入金を２千２３０万

１千円追加するものです。 

次に、議案第１６号「令和４年度松野町後期高齢者医療保険事業特

別会計補正予算(第１号)」は、歳入歳出予算の総額から、それぞれ歳

入歳出４８７万２千円を減額しまして、補正後の総額を歳入歳出それ

ぞれ７千６８万８千円にしようとするものであります。 
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歳出の主なものでは、実績見込みにより、２款後期高齢者医療広域

連合納付金４２４万１千円、３款保健事業費の後期高齢者健康診査負

担金５７万８千円をそれぞれ減額しております。 

歳入の主なものでは、決算見込みにより、１款後期高齢者医療保険

料２８６万９千円、３款繰入金１３７万２千円、５款諸収入の受託事

業収入を６３万６千円減額しております。 

以上、よろしく御審議をいただき、議決賜りますようお願い申し上

げまして、提案理由の説明を終わります。 

これから、各案に対する質疑を行います。 

まず、議案第１２号についての質疑を行います。 

「議長、２番」 

「森岡議員」 

それでは議案第１２号「令和４年度松野町一般会計補正予算(第８

号)」のうち、７款３目観光費についてお尋ねいたします。 

河川公園施設の指定管理についてでありますが、失礼なことを申し

上げましたら誠に申し訳ございません。議長、理事者側の方、お許し

をいただきたいと思います。 

予算の説明では、電気代等の高騰に対する増額ということですが、

河川公園も、新型コロナウイルス感染症や物価高騰などの影響を受

け、厳しい状況の中で運営して、コロナ前の売上げまで努力されてい

ることは理解しております。それを踏まえても、今回の補正予算は納

得しがたいところがあります。物価高騰による経費の増加、それに見

合う収入の確保が困難なことは、３月、本年３月になるまで見通しが

立たなかったのか。これまでの段階で説明する、できる機会はなかっ

たのか。議員選挙もあり、今回から新しい体制になっているが、それ

までにも説明していくことが、議会に対する説明責任ではないです

か。議員に対する説明と議会に対する説明を勘違いしているのではな

いですか。町民から負託を受けた議会に対して、誠実な説明をするの

は、町民に対して説明することでもあり、行政の責務でもあり、基本
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ではないですか。我々議員も、この案件を即決としたことに反省しな

ければならないし、深く審議すべきものの区別も必要だと感じてます

が、今回このような形で提案されるのは、議会に対してだけでなく、

町民の理解も得られないと思います。我々は、支援者だけの代表とし

てこの場にいるのではなく、広く町民の代表としてこの場にいること

を、今一度かみ締めて、行政の反省を求めたいと思います。 

「議長」 

「坂本町長」 

はい。御指摘もっともだと思いますが、ちょっと争点を整理したい

と思います。 

要は、その今回の電気料等による経営が厳しくなっていることにつ

いては、虹の森公園もそうですし、ぽっぽ温泉もそう、もっと言えば

民間事業者全てそういうわけですよね。それで、我々としては、その

厳しい状況に対応するために、それぞれの施設の状況に応じて、何ら

かのこう、何といいますか、資金注入をしなければならないというこ

とはもう常に思っていましたし、これはもう町民の皆さんあるいは議

員の皆様も同じ意見だと思います。 

その過程の中で、要するに、例えば農林公社でありますとかそうい

ったところは、早め早めに御報告をして、指定管理の増額をしたけれ

ども、今回は、虹の森公園については、黙っとったやないかと。要す

るに、議会に説明がなかったやないかということの御指摘だと受け止

めましたけれども、その前提で申し上げますと、誠に今回につきまし

ては、分析が遅れ、改選前の議員の皆様に具体的な数字を提示してお

願いすることにつきましては、正直言ってできておりませんでした。

これにつきましては、真摯に反省をしていかなければならないという

ふうに思っておりますし、電気料の高騰等につきましては、昨年の夏

ぐらいからも顕著になっておりましたので、その時点について、早め

早めに対策をということは、当然我々の責務だと思います。 

ただし、その過程においてですね、この虹の森公園の指定管理料の
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問題は、もう私が就任する以前からずっと町政の大きな課題といいま

すか、問題点の１つでございました。 

そういった中で、お互いですね、理事者側も議員さんも、ここはし

っかり協議しなければならないということは共通認識だと思います

し、それは我々もしっかりと受け止めて、これからもずっと虹の森公

園といいますか観光施設がある限り、町民の皆様に情報提供し、議会

で検討していくことは必須だと思います。 

そういった意味で、今回知らなかったじゃなくてですね、もう何と

いいますか、お互い胸襟を開いて、どうやったら地域の誇りでありま

す虹の森公園をこれからも存続させていくのか、その視点でですね、

是非御協議をいただきたいと思います。 

開き直ってるように聞こえるかもしれませんけれども、私としまし

ては、この議論から逃げるつもりは全くありません。新しい議員の皆

様と一緒にですね、こんなに本当にお金が要るんかとか、あるいはも

っともっと、経営改善をしていかなければならないんじゃないかとい

う議論については真摯に私たちも受け止めて、実際、今もですね、パ

ン工房の新設でありますとか、あるいは新しい人材を外部から登用す

るとか、いろんなことをやっています。そのことを御相談申し上げま

して、虹の森公園、それだけではなくて、観光施設の運営に取り組ん

で参りますので、これからの御協力、更なる御協力をお願いして、今

回は、電気料という特殊な事情がございましたので、これに対する御

支援をいただきたい、この補正予算のほうをよろしくお願いしたいと

思います。 

「議長、２番」 

「森岡議員」 

町長言われること分からんではないんですけども、ただ私が言いた

いのは、もう少しこれ、去年の９月時点では、把握できとったはずな

んですよね、現況に上がってる、これはもう一般町民の方も、もう大

変苦労されてるんですよ。そこで、その経営の管理がまずかったのか、
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それとも行政の落ち度があったのか、手落ちがあったのか、そこだけ

なんですよ。 

結果、その虹の森公園を経営を危うくするとか、そういう意味で言

ってるわけではないんですが、これだけの金額、河川公園だけで１千

２５０万。これを３月の末の補正で上げてくる。これは私は、ちょっ

と道理に外れてるんじゃないかな。議会に、やはりこのありますよね、

契約内容の中にもありますが、不測の事態が起きた時ですか、にはや

はり、速やかに協議をし、とかいう文言も入ってますそれも、やはり、

以前から議会にも、そのことは説明をしなければならないと、そうい

う話が以前からありました。 

そこで、今回１年分をぽんとこうやって出してこられた。このこと

に私はちょっと意見を申し上げてるとこです。 

この辺は、これ失礼なんですけども、ほかの事業でもそうです。よ

うに考えていただかないと、町民の血税ですんで、一般財源は。町民

はその血税を有効に使っていただいて、松野町の発展のために、とい

う思いがありますんで、その辺はよく考えて、今後、経理それとか運

営ですね、全てに対して、やはり細かい配慮が要るんじゃないかなと

私は思っております。 

以上です。 

「議長」 

「坂本町長」 

はい。 

指定管理の協定書のことも取り上げていただきましたので、協定書

の趣旨はですね、指定管理料につきましては、特殊な事情がある場合

は、委託者側、受託者側、双方協議の上で、変更するということも、

規定に載せているわけでございます。今回の補正予算、１千万余りの

予算要求について、行政側の不手際がなかったのかという御指摘もあ

りましたけれども、私としましては、今回はですね、虹の森公園の現

場本当に頑張ってくれて、平成３０年の西日本豪雨災害の前の売上げ
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までかなり近づいてきております。そこは基本的にですね、評価して、

町民の皆さんに評価をお願いしたいというところでございますけれ

ども、その上で、この電気代の高騰というのは、まさに私たちにとっ

ては、想定外といいますか、それだけの打撃だったわけでございます。

これについて、虹の森公園ずっと赤字体制でございましたが、もしこ

の電気代の高騰がなければ、令和４年度につきましては、コロナ禍と

いう非常に厳しい条件の中でも、収支が大体整うというような状況に

なったわけです。その職員の現場のほうのモチベーションを維持する

ためにもですね、この電気代分の指定管理料の増額というところは是

非認めいただきたい。 

その上で、これから虹の森公園をどう運営していくのか、先ほど言

われましたように、議会軽視ではないかなという御指摘もありました

けれども、私は決してそういうつもりはありません。これは、逆に言

えば、議会とそれから行政側とお互いが責任を持って解決していかな

ければならない問題だというふうに思っております。 

我々の執行責任、そして議会の皆様の議決責任、両方あると思いま

す。是非、これからも真摯な議論に御協力いただきたい。その上で、

改めてになりますが、今回、報告が遅れたこと、最終補正予算で、１

年間分の赤字補てん分をお願いすることになったことにつきまして

は、報告が遅れたことにつきましては非常に申し訳なくおわびを申し

上げます。 

以上です。 

「議長、２番」 

「森岡議員」 

何回も言いますが、今回の河川公園、売上げ、本当努力されてると、

コロナ禍も大分、それこそマスクを取り外すいうような、自由の考え

になってきた、そういう時期を迎え、大分、回復してきております。 

それはもう私も、決算の書類を見て理解しておりますし、新しく去

年から、支配人の方が来られて努力されてることも理解しておりま
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す。 

ただ、私が言いたいのは、何事も早め早めに、この経営管理ってい

うのは、毎月経営されてるでないと把握できませんので、その辺は、

よく注意をしていただきたい。それだけの思いでこれは私は言ってま

すんで、これが当初で、このことに関してってなると、また話は変わ

ってきます。考え方が。何であの３月末なのかっていう、そこが私に

はどうしても疑問に思ってならなかったとこで質問させていただき

ました。 

これで終わります。 

「議長」 

「坂本町長」 

はい。ありがとうございます。 

お互い、虹の森公園、観光をどうやってこれから盛り上げていくか

については、お互い思いは一緒だと思いますので、これからもお互い、

いろんな議論を深めていきたいと思います。 

ただ１点ですね、じゃあ今回の令和４年度の電気料の不足をです

ね、令和５年度の当初予算に令和５年度の指定管理料にプラスすると

いうのは私はそっちのほうがおかしいと思います。あくまでも指定管

理というのは、単年度契約でございますので、それが期間として５年

間あるということで、令和４年度の問題はやっぱり令和４年度で解決

をしなければならない、次の年度に繰越して、次の年度の指定管理料

で賄えばいいということは、私は趣旨に反すると思いますので、その

点も含めてこれから議論いたしましょう。 

「議長、７番」 

「赤松議員」 

２、３お聞きしたいと思います。 

まず３款１項１目の社会福祉総務費の、住民税非課税世帯に対する

臨時特別交付金についてお聞きしますが、本事業は、コロナが長期化

する中で、食費等の物価高騰に対する支援を行うために、住民税の非
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課税世帯に１０万円の臨時特別交付金を支給するという内容でござ

いますが、当初、２２０世帯に２千２００万円を予算計上されており

ましたが、今回補正で、この予算額をシステム改造により、正確な給

付対象世帯が把握できたとの説明で、当初の２２０世帯が、実績７１

世帯、７１０万円、差引き、当初と比較して１千４９０万円の減額補

正となっているわけでございますが、当初の見込み数と実績数との差

がいささか大き過ぎるのではないかと感じるわけでございますが、そ

の辺を分かりやすく説明をいただいたらと思います。 

２点目でございますが、８款３項２目の砂防事業費でございます

が、崖崩れ防災対策事業については、事業の見直し及び入札執行に伴

う事業費の減ということで、１千３３７万２千円の減額をされており

ますが、その財源で、国県支出金が８５０万円の減、地方債が６７０

万円の減となる一方、一般財源が１８２万８千円の増額となっている

わけでございますが、その訳をお伺いしたいと思います。またあわせ

て１０款５項４目のスポーツ交流センターでございますが、これにつ

きましても今回、１千６１２万円の減額となっているわけでございま

すが、その財源の中で、地方債は、１千８３０万円の減額となってい

るわけでございますが、一般財源が逆に、２１８万円増額となってい

ます。 

そこら辺のいきさつ等を御説明をお願いいたします。 

「議長」 

「坂本町長」 

はいそれぞれ担当課長から御説明申し上げます。 

「議長」 

「久保田課長」 

はい。 

まず１点目、３款に関する非課税世帯に対する臨時特別給付金の関

係について説明さしていただきます。この事業につきましては、２口

内容があります。令和４年度に該当する分で、令和３年度に、支給対
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象外となっている方が対象になる事業と、１０月１２日に専決処分を

いただいた５万円の２口の分があります。赤松議員さんが言われた分

については、１０万について、令和４年度分の３年度事業対象になら

ない方の対象者が、実績では７１世帯出ております。３年度分と、４

年度分の繰越した分の合計で、９１１世帯支給をし、１０月１２日専

決処分、基準日が令和４年９月３０日の５万円支給については、８７

１世帯に対して支給をしております。内容につきましては、先ほど赤

松議員さんが言われたように、当初設定、システムが導入する前に、

対象者を簡易な方法で設定、抽出をし、プログラムが入った段階で、

改めて対象者を抽出しております。しかしながら、実際に支給される

方については、本人の申請に基づくものであったり、課税状況を個別

に全部把握する必要があります。それについては、松野町のデータだ

けでは把握がしきれないもの、他市町に、特に問題になるのが、今回、

対象者で、他市町の所在する住民の方の、例えば私であれば、また他

市町のお父さんから扶養されてる場合、それは課税対象外という形に

なるんで、個別に本人の確定が必要、調査をする必要があるいうこと

で、その差の分が大きく出ているのが実態であります。 

対象者については個別全て把握しながら、対象者、１００％なるよ

う支給をしたつもりであります。簡単で、説明、届いてないところが

あるかもしれませんが、これで、説明を終わらせていただきます。 

「議長」 

「谷口課長」 

はい。 

８款土木費の、砂防費の関係について御説明いたします。 

事業費といたしましては、全体で１千３３７万２千円の減額となっ

ている件でございますが、こちらに関しましては、この崖崩れ防災対

策事業を実施する中で補助の裏財源として、緊急自然災害防止対策事

業債を活用しておりますが、この起債計画が１０月に締切りというこ

とで、額のほうを確定させていただいております。その後、事業の執
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行によって、現場によっては、事業の調整が必要となるものもござい

まして、事業費が増額になるものなどもございまして、町単独の財源

が増えているものもございます。 

土木事業に関しましては、現場の条件等によって、設計から大幅に

変わることもございますので、このような変更もこれからもあると思

いますけれども、御理解いただいたらと思います。 

「議長」 

「森本課長」 

はい。 

１０款スポーツ交流センター費の総額が減額になっておりますが、

一般財源が増えている理由につきましては、屋根の改修を昨年の夏に

さしていただきまして、その屋根をはぐった後に、その屋根の土台を

支える梁ですね、ねだ、というんですかね、木製のものがあるんです

けども、これが経年劣化によりまして腐食をしておりました。それが

追加工事として判明しましたので、別契約をさせていただいた関係

で、事業費が増えたんですけども、こちらが起債のほうの対象に入ら

なかったということになりまして、一般財源の対応ということで一般

財源が増えている、ということになっております。 

以上です。 

「議長、７番」 

「赤松議員」 

それぞれ説明いただいたんですが、２番、３番のほうは、およそ分

かったんですが、１番の臨時特別給付金ですね、これ中身はなかなか

複雑なようでございますが、一口に言ったら、２２０世帯が、実績  

７１世帯になっている、この理由ですね、この大きな理由。詳細を言

えば、いろいろと要素があろうと思うんですけど、一口に言ったら、

どういうふうに理解をしたらいいのか、今の説明では、ちょっと分り

かねるのがあるんですけど、何かもう少し分りやすい、端的に説明を

いただいたらと思うんですけど。 
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ここで、しばらく休憩します。          (１１：４６) 

(休憩１１：４６ ～ 再開１１：５９) 

休憩前に引き続き会議を開きます。        (１１：５９) 

「議長」 

「久保田課長」 

３款の関係で、非課税世帯に対する臨時特別給付金の関係です。 

内容については、令和３年度から繰越し分、先ほど質問がありまし

た１０３０世帯、当初上げさせていただきました。補正において１０

０名、システム抽出して、ということで１００名減額して、なおかつ

それから人数が減ってるいうことですが、その差異につきましては、

他市町の扶養の確認が必要であり、他市町の附表連携をさせていただ

いた上で調査した結果、それからなおかつ１００名近く減額した理由

が第１点、令和４年度の対象分の、令和３年度対象以外のもの、７１

世帯支給決定の分につきましては、対象者、当初２２０世帯を見込ん

でおりました。この差異につきましても、先ほど申し上げたように、

他市町の扶養確認が必要な対象者が、その差異であります。 

１０月１２日の専決処分で行った５万円分につきましては、当初１

０００名対象とし、結果的に８７１世帯が支給をさせていただいた内

容になりますが、この内容につきましても同様な理由であります。 

以上、説明を終わります。 

はい。了解しました。 

これで、質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第１２号は、即決したいと思い

ます。 

御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、議案第１２号は即決することに決定しました。 
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議 長 

続いて、本案に対する討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

(反対討論 ～ なし) 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

(賛成討論 ～ なし) 

討論なしと認めます。 

これから、議案第１２号を採決します。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 多数） 

起立多数です。 

したがって、議案第１２号「令和４年度松野町一般会計補正予算第

８号」は、原案のとおり可決することに決定しました。 

ここでしばらく休憩します。           (１２：０３) 

(休憩１２：０３ ～ 再開１３：２８) 

休憩前に引き続き会議を開きます。        (１３：２８) 

続いて、議案第１３号についての質疑を行います。 

(質疑 ～ なし) 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第１３号は、即決したいと思い

ます。 

御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、議案第１３号は即決することに決定しました。 

続いて、本案に対する討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

(反対討論 ～ なし) 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 
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(賛成討論 ～ なし) 

討論なしと認めます。 

これから、議案第１３号を採決します。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 全員） 

起立全員です。 

したがって、議案第１３号「令和４年度松野町国民健康保険特別会

計補正予算(第２号)」は、原案のとおり可決することに決定しました。 

次に、議案第１４号についての質疑を行います。 

(質疑 ～ なし) 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第１４号は、即決したいと思い

ます。 

御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、議案第１４号は即決することに決定しました。 

続いて、本案に対する討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

(反対討論 ～ なし) 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

(賛成討論 ～ なし) 

討論なしと認めます。 

これから、議案第１４号を採決します。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 全員） 

起立全員です。 

したがって、議案第１４号「令和４年度松野町国民健康保険中央診
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療所特別会計補正予算(第３号)」は、原案のとおり可決することに決

定しました。 

続いて、議案第１５号についての質疑を行います。 

(質疑 ～ なし) 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第１５号は、即決したいと思い

ます。 

御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、議案第１５号は即決することに決定しました。 

続いて、本案に対する討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

(反対討論 ～ なし) 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

(賛成討論 ～ なし) 

討論なしと認めます。 

これから、議案第１５号を採決します。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 全員） 

起立全員です。 

したがって、議案第１５号「令和４年度松野町介護保険特別会計補

正予算(第３号)」は、原案のとおり可決することに決定しました。 

続いて、議案第１６号についての質疑を行います。 

(質疑 ～ なし) 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第１６号は、即決したいと思い
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ます。 

御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、議案第１６号は即決することに決定しました。 

続いて、本案に対する討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

(反対討論 ～ なし) 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

(賛成討論 ～ なし) 

討論なしと認めます。 

これから、議案第１６号を採決します。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 全員） 

起立全員です。 

したがって、議案第１６号「令和４年度松野町後期高齢者医療保険

事業特別会計補正予算(第１号)」は、原案のとおり可決することに決

定しました。 

日程第２０ 議案第１７号「動産の買入れの変更について」を議題

とします。 

町長に提案理由の説明を求めます。 

「議長」 

「坂本町長」 

それでは議案第１７号「動産の買入れの変更について」提案理由を

御説明申し上げます。 

本案は、アウトドアスポーツの聖地化を目指す取り組みの一環とし

て、ボルダリング競技の設備である可動式ホルダリングボードの購入

にあたり、納期限を令和５年３月１０日から令和５年３月３１日に変

更するものであります。 
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納期限変更の理由は、可動式ボルダリングボードの製造地であるブ

ルガリアから日本に海上輸送する際、昨今の海外情勢により、船舶輸

送が非常に不安定な状況にあり、日本に到着する期日が大幅に遅れて

いるためです。 

動産の買入れの変更に当たり、地方自治法第９６条第１項第８号、

並びに議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関す

る条例第３条の規定に基づき、議会の議決をお願いするものでありま

す。 

よろしく御審議を賜り、議決いただきますようお願い申し上げま

す。 

これから、本案に対する質疑を行います。 

(質疑 ～ なし) 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第１７号は即決したいと思い

ます。 

御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、議案第１７号は即決することに決定しました。 

続いて、本案に対する討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

(反対討論 ～ なし) 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

(賛成討論 ～ なし) 

討論なしと認めます。 

これから、議案第１７号を採決します。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 全員） 
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起立全員です。 

したがって、議案第１７号「動産の買入れの変更について」は、原

案のとおり可決することに決定しました。 

日程第２１ 議案第１８号「令和５年度松野町一般会計予算」以下、

議案番号の順を追い、日程第２７ 議案第２４号「令和５年度松野町

簡易水道事業会計予算」までの７会計の、令和５年度予算を一括議題

とします。 

町長に提案理由の説明並びに予算編成方針の説明を求めます。 

「議長」 

「坂本町長」 

それでは、議案第１８号から第２３号まで、令和５年度松野町一般

会計予算ほか、特別会計５会計及び公営企業会計の当初予算の概要並

びに町政の基本方針と重点施策について御説明申し上げます。 

まず、国の予算編成の動向でございますが、令和５年度予算は、経

済財政運営と改革の基本方針２０２２などに沿った取り組みを着実

に進めていくために、足元の物価高を克服しつつ、経済再生の実現に

向けて、人への投資を強化し、科学技術イノベーションスタートアッ

プ、デジタルトランスフォーメーションやグリーントランスフォーメ

ーションといった成長分野への大胆な投資、少子化対策、子ども政策

の充実を含む法節社会の実現による新しい資本主義の加速や外交、安

全保障環境の変化への対応、防災減災、国土強靱化などの国民の安全

安心の確保をはじめとした重要な政策課題に、予算を重点配分するこ

ととしております。 

また、歳出の中身をより結果につながる効果的なものとするため、

新経済財政再生計画の改革工程表を策定し、目的を明確にした上で、

合理的根拠に基づき、政策を企画立案するＥＢＰＭや計画実行評価改

善のプロセスを循環するＰＤＣＡの手法を取り入れ、効果的効率的な

支出を徹底する予算措置を講じることとされています。その結果、国

の令和５年度一般会計予算は、１１４兆３千８１２億円、前年度比６
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兆７千８４８億円６．３％増となり、１１年連続で過去最大を更新し

ております。 

こうした中で、地方財政対策におきましては、国の一般歳出の取り

組みと基調を合わせつつ、地方の安定的な財政運営に必要となる一般

財源の総額について、前年度比１千５００億円０．２％増の６２兆１

千６３５億円と令和４年度を上回る額を確保し、そのうち地方交付税

は、前年度比３千７３億円１．７％増の１８兆３千６１１億円を配分

することとしております。町の財源不足の縮小などを受けて、臨時財

政対策債は９千９４６億円で、前年度比７千８５９億円４４．１％の

減と大幅に抑制されたところであります。 

次に県の当初予算は、長引くコロナ禍や不安定な国際情勢をはじ

め、想定を上回るスピードで進む人口減少と、革新的なデジタル技術

の進化など、愛媛県を取り巻く大きな変動要因をしっかりと捉え、新

たなステージにおける諸課題に対応し、施策の重点化を図りながら的

確に対応することとしております。 

まず人口減少対策としては、地域全体で危機感を共有し、企業、事

業者の変革や成長を促しながら、自然減と社会減の双方に歯止めをか

ける人口減少対策を、地域を構成する全ての主体が協働して展開する

こととしております。また、ＤＸの推進では、行政サービスの向上に

向けた行政のＤＸ、生活の質や利便性の向上を目指す暮らしのＤＸ、

産業競争力の強化を図る産業のＤＸと、それらを支えるデジタル人材

の育成を一体的に推進することとしております。 

更に、防災減災対策として、西日本豪雨災害からの復興に加え、南

海トラフ地震への備えを進めるとともに、地域防災力の向上を図るな

ど、防災減災対策を推進するほか、地域経済の活性化策では、実需を

創出する営業活動を展開し、事業者の海外展開の取り組みを後押しす

るとともに、新事業の創出や創業の促進、国内外からの誘客促進に取

り組むこととしております。 

また、新型コロナウイルス関連事業として、感染症法上の位置づけ
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変更による影響を見極めながら、医療検査体制の確保や社会福祉施設

の感染対策のほか、アフターコロナへの対応施策を実施することとし

ております。 

このような編成方針のもと、令和５年度の県の一般会計予算は、７

千６９億円、前年度比３６億円０．５％増となり、過去最大規模の大

型予算となっております。 

それでは、町の重点施策と予算編成方針でございますが、令和５年

度の一般会計当初予算は、引き続き新型コロナウイルス感染症などへ

の対応を最優先とし、感染法上の対策や物価高騰への対応を図るほ

か、新庁舎を核としてウィズコロナ、アフターコロナの新しい社会生

活を見据え、社会活動や地域コミュニティの回復を図りつつ、ＳＤＧ

ｓの視点を取り入れ、自治コミュニティの存続のための取り組みや消

防防災力の一層の強化に努め、健康福祉及び子育て支援施策の充実と

農林業、商工業、観光産業活性化施策の展開、ＩＣＴ教育の更なる充

実と文化生涯スポーツの普及推進を図るため、第５次松野町総合計画

及び第２次森の国まち・ひと・しごと創生総合戦略に掲げる事業を中

心に予算編成を行っております。 

庁舎及び防災拠点施設建設事業が完了したことから、予算規模とし

ては、前年度比３億８千万円８．９％減となるものの、地方創生と町

が抱える懸案事項への対処を主眼とした結果、総額３８億７千万円の

積極的な予算編成としたところであります。 

また、特別会計５会計の当初予算規模については、１７億３千６７

万５千円で、公営企業会計は、１億３千３７６万９千円、全ての会計

を合わせた当初予算規模は、前年度比３億８千４６万７千円６．２％

減の予算編成としております。 

本町においては、町政の基本理念であります、「小さな町の大きな

挑戦」に、新たに「桃源郷はここ松野にある」というフレーズをつけ

加え、町内の各部落において５０年後１００年後も穏やかな暮らしが

続いていること、その中で自然や歴史文化、景観が次の世代に受け継
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がれていくこと、そして、今を生きる住民が幸せを実感できるように

なること、この３点を、まちづくりの目標に定めて各種事業に取り組

むこととしております。 

重点施策については、５項目を掲げており、まず１つ目は、健やか

で生きがいに満ちた“森の国”、これは健康・福祉分野ですが、誰も

が住み慣れた地域で自分らしい暮らしと、健康で自立した生活が送れ

るよう、保健、医療、福祉、介護の連携のもと、地域包括ケアシステ

ムの更なる進化を図って参ります。本年１０月には、ねんりんピック

愛顔のえひめ２０２３マラソン交流大会が、本町で開催予定であり、

これを契機として健康づくり、予防活動、高齢者福祉、障害者福祉の

充実による健康寿命の延伸につなげて参ります。 

また、地域医療の中核である中央診療所の果たす役割は重要であ

り、住民に１番身近な地域医療機関としての充実を図り、より一層の

健全運営に努め、特に長引く新型コロナウイルス感染症に対しては、

５類感染症への移行という節目を迎えますが、引き続き町民の不安を

払拭するためのサポート体制を堅持して参ります。 

次に、２つ目のにぎわいと活気にあふれた“森の国”産業・雇用分

野では、長引くコロナ禍の影響によって、依然として厳しい状況が続

いている地域経済の再生に取り組んで参ります。 

まず農業分野では、農地法及び農業経営基盤強化促進法などの改正

を受け、農業委員会と連携して農地の有効利用、遊休農地対策を推進

するとともに、重点施策に位置づける上家地部落再生事業の推進や地

域農業の持続のために必要な農林土木事業の実施、集落営農の組織

化、担い手の確保育成対策など将来に向けて、効果的な支援策の実施

に努めることとしています。 

また課題となっている有害鳥獣対策についても、実情に即した捕獲

活動を展開するとともに、まつのジビエブランドの確立により、獣肉

利活用を推進して参ります。 

林業分野では、コロナ禍におけるウッドショックの林業情勢を見極
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めながら、南予森林管理推進センターを基軸として、森林環境譲与税

の有効活用によって、森林整備事業に計画的に取り組むとともに、即

戦力となる林業担い手の確保と育成を図るとともに、まきステーショ

ンを中心とした木質バイオマスの継続的な活用も図っていくことと

しています。 

商工観光分野においては、商工会との連携のもと、中小企業の経営

支援及び創業支援に取り組み、コロナ禍対応施策の継続により、地域

経済の復興を進めるとともに、事業継承支援や地域内循環型の経済モ

デルの導入に向けた調査研究、企業誘致、留置対策、副業人材育成に

よる雇用創出と労働力確保に取り組むこととしております。更に観光

事業につきましては、地域資源や魅力を再発見、再認識し、磨き上げ、

内外の情報発信や交流を促進し、地域化活性化を目指す観光まちづく

りを推進して参ります。 

次に、３つ目の安全で快適な暮らしの“森の国”環境・防災分野に

なりますが、ここでは、庁舎及び防災拠点施設を中心に、地域防災計

画及び業務継続計画に基づく防災体制の充実を図って参ります。ま

た、自主防災会の活動強化のため、地域住民や消防団などの関係機関

と連携し、自助、共助、公助による地域防災力の向上、防災意識の高

揚に努めるとともに、安全安心確保のための防災情報伝達手段の確保

や交通安全対策、防犯活動を展開して参ります。 

建設環境分野においては、急速に進むインフラの老朽化対策及び頻

発化する自然災害から生命と財産を守るため、国土強靱化基本計画に

基づき道路交通網や防災対策施設をはじめとしたインフラの整備及

び長寿命化を図り、また美しい自然景観や生物多様性を保全していく

ため、資源の循環利用促進による廃棄物の処理、河川の水質浄化に努

めるとともに、脱炭素社会の形成に向けた再生可能エネルギーの普及

促進などの取り組みを強化して参ります。 

水道事業におきましては、公営企業会計への移行による経営基盤強

化を図るとともに、喫緊の課題である水道施設、管路の耐震老朽化対
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策を推進して参ります。 

更に人々の暮らしを支えるＪＲ予土線及び民間バス路線の利用促

進、存続の公共交通対策や定住に向けた多様なニーズに対応できる住

環境対策について積極的に取り組んで参ります。 

次に４つ目の子どもたちの夢が広がる“森の国”教育・子育ての分

野では、子どもたちの教育環境の充実を町の最重要課題と位置づけ、

ふるさと松野を守り育てることのできる子どもを育む、地域とともに

ある学校教育を創造する、この理念を学校と地域が共有し、心と身体

と知恵を育む学校教育を推進します。 

また、生涯学習及び生涯スポーツの推進、公民館活動の充実、歴史

文化の保存活用など、全ての世代が興味を持って参加できる環境を創

出することによって、文化意識の向上や心身の健康増進、ひいては町

の活性化につなげていく所存です。 

更に、全ての教育活動において、人権尊重の理念を基礎に置き、部

落差別をはじめとするあらゆる差別偏見の解消を目指し、お互いの人

権が尊重される明るく穏やかな森の国まつのを創造して参ります。 

子育て支援の施策の推進では、子ども子育て支援事業計画に基づ

き、子どもが心身ともに健やかに成長できる保育教育の環境づくり、

支援の拡充を図り、安心して暮らし育てることのできる環境づくりに

取り組みます。 

最後に５つ目の揺るぎない行財政基盤の“森の国”行革・協働の分

野でございますが、我が国の景気は、コロナ禍からの社会経済活動の

正常化が進みつつあり、緩やかな持ち直しが続いている一方、不安定

な国際情勢の影響を受け、景気後退が懸念されるなど、引き続き先行

き不透明な状況が続いております。 

このような中で、様々な行政課題に的確に対応するためには、地方

創生の諸施策を推進し、継続的で安定した行財政運営を行うことが重

要でありますが、本町の財政は、生命線ともいえる地方交付税や譲与

税などに依存し、この動向に大きく左右されやすい財政構造であるた
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め、事業の選択と集中並びに効率的で効果的な行財政運営を進め、危

機感を持った財政運営によって、持続可能な行財政基盤の確立に努め

ていくこととしております。 

新庁舎及び防災拠点施設につきましては、供用開始後１年間経過

し、交流スペースやＪＡ松野支所の存在、各種会合の利用によって新

たな人の流れ、交流の場が生まれております。今後更に効率的できめ

細やかな行政サービスの提供に努め、町民に親しみやすい役場づくり

を目指して参ります。 

更に、行政全般におけるＤＸの導入促進により、行政効率化を進め

るとともに、地域の集落機能の維持と特色ある地域づくりのため、引

き続き住民自治活動に対する支援を継続することによって、協働のま

ちづくりを進めていく所存です。 

以上、当初予算の編成における町政の基本方針と重点施策を述べま

したが、会計別予算の概要などにつきましては、この後副町長から説

明をいたします。 

よろしく御審議をいただき議決賜りますようお願い申し上げまし

て提案理由の説明を終わります。 

町長の提案理由の説明並びに予算編成方針の説明が終わりました。 

続いて、副町長から全会計にわたり総括説明を受けることにしま

す。 

「議長」 

「八十島副町長」 

それでは町長の説明に引き続き、私から、資料１０ページ以降の「各

会計別当初予算の概要」について要点を押さえながら説明を申し上げ

ます。 

まず、「１全体会計の一覧」をご覧ください。 

令和５年度の一般会計及び特別会計５会計並びに企業会計の水道

事業会計を合せた当初予算総額は、前年度比３億７千９４６万７千円

６.２％減の５７億３千５４４万４千円となっております。 
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このうち、一般会計の当初予算は、庁舎及び防災拠点施設建設工事

が完了したことから、予算規模としては、前年度比３億８千万円８.

９％減となるものの、引き続き新型コロナウイルス感染症等への対応

を最優先とし、感染防止対策や物価高騰への対応を図るほか、新庁舎

を核として、ウィズコロナ、アフターコロナの新しい社会生活を見据

え、町民との協働のまちづくりを推進するため、総合計画及び総合戦

略等に基づき、ふるさと創生につながる施策の展開を図ることとし、

予算総額３８億７千万円の積極的な予算編成としたところです。 

また、特別会計５会計の予算規模は、１７億３千１６７万５千円で、

令和５年度から公営企業会計へ移行した水道事業会計は１億３千３

７６万９千円となり、両会計の合計では、前年度比５３万３千円の増

で、前年度とほぼ同規模の予算総額となっております。 

１２ページをお開きください。 

一般会計予算の歳入の状況について、主なものを説明いたします。 

表の右側に昨年度と比較した主な増減理由を記載しておりますの

で、あわせてご覧ください。 

まず、自主財源のうち、１款町税につきましては、前年度とほぼ同

額の２億８千４１１万３千円となっております。詳細につきまして

は、後ほど、説明をさせていただきます。 

次に、１２款分担金及び負担金は、老人保護費負担金や保育所保護

者負担金の増等により、４８.８％増の１千１２０万７千円。 

１３款使用料及び手数料は、庁舎使用料等の減により、１.１％減

の４千６０２万３千円を、１８款繰入金は、新庁舎及び防災拠点施設

建設事業の完了によりまして、庁舎建設基金繰入金が減となる一方、

財源不足への対応に伴う財政調整基金繰入金の大幅な増により、２

５.３％増の１億２千３６２万１千円を計上をしております。 

１９款繰越金は、最終の財源調整といたしまして、前年度同額の６

千万円を計上し、２０款諸収入は、数値情報化システム航空写真更新

事業費負担金の減により、２２.３％減の３千７０５万４千円として
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おります。 

次に表の下段になる依存財源のうち、２款地方譲与税から９款地方

特例交付金、１１款交通安全対策特別交付金は、地方財政計画の伸び

率等を参考にして予算を計上をいたしております。 

１０款地方交付税は、前年度比９千５００万円４.７％増の２１億

１千万円を計上しておりまして、歳入全体の５４.５％を占めており

ます。この詳細につきましては、後ほど説明をさせていただきます。 

４款国庫支出金は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金や道路局所管補助金の減等によりまして、前年度比３７.１％減

の２億４千５９９万７千円。 

１５款県支出金は、がけ崩れ防災対策事業費やえひめの未来チャレ

ンジ支援事業費補助金、各種選挙委託金の減等により１２.３％減の

２億６千５８０万７千円としております。 

最後の２１款町債は、３７.２％減の５億２千１７２万４千円の発

行を見込んでおりまして、総予算に占める割合は１３.５％となって

おります。この件につきましても後ほど説明をいたします。 

資料１３ページ１４ページをお開きください。 

「① 町税の明細」について改めて、詳しく説明いたします。 

町税全体では、２億８千４１１万３千円、前年度との比較では４万

円の減を見込んでおります。 

本町では、町税のうち個人分は、新型コロナウイルス感染症の影響

等により、減収となる個人事業者が増える見込みではありますが、こ

れまでの所得環境の改善傾向を受けて増収となる一方、法人分は企業

収益の減により減収を見込み、固定資産税については、土地・家屋の

評価替えの影響により減収を見込んでおります。また、軽自動車税は、

環境性能割対象車両の増加により増収となり、たばこ税については、

近年の実績等により減収になると見込んでおります。結果、町税全体

では、前年度とほぼ同額程度になると試算しておるところです。 

町税のうち直接税では、特に町民税は、前年度比０.５％増の１億
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４０７万２千円、固定資産税は、０.４％減の１億３千８５２万９千

円、軽自動車税は、３.０％増の１千７３７万円を見込んでおります。 

また、間接税のうち、たばこ税は、２.３％減の２千２１０万円と

推計しているところでございます。 

続いて１５ページをご覧ください。 

「②地方交付税の明細」について、詳しく御説明をさしていただき

ます。 

令和５年度の地方交付税は、２１億１千万円、前年度比９千５００

万円４.７％の増で、臨時財政対策債を含めますと、前年度比７千７

７４万４千円３.８％増の２１億２千１５２万４千円を計上したとこ

ろでございます。 

地方交付税の算定の基礎となる、令和５年度の地方財政計画では、

社会保障関係費の増加が見込まれる中、地方団体が住民のニーズに的

確に応えつつ、地域社会のデジタル化や脱炭素化の推進など様々な行

政課題に対応し、行政サービスを安定的に供給できるよう、地方交付

税等の一般財源総額について、前年度比１千５００億円０.２%増の６

２兆１千６３５億円を確保されたところでございますが、 

地方交付税の補完措置であります、臨時財政対策債が大幅に抑制さ

れているため、実質的な地方交付税は４千７８６億円の減とされてお

ります。 

本町では、近年の大型建設事業の財源として、多額の起債を発行し

たことにより、平成２９年度から償還金が増加に転じ、これに連動し

て地方交付税への公債費算入額が増加するとともに、地域社会のデジ

タル化を集中的に推進するための地域デジタル社会推進費が引き続

き措置されるほか、マイナンバーカード利活用特別分の経費が計上を

されております。更に地域社会再生事業費や地方創生に対応した地方

創生推進費についても引き続き計上されていることなどにより、１.

３%増の１９億９千８００万円余りになろうと推計をしているところ

です。 



－ 69 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下段の表、「５年度」の欄、着色をした部分をご覧をいただきたい

と思います。令和５年度当初予算では、財源調整の結果、普通交付税

の計上額を、交付見込額である１９億９千８２２万１千円に対し、１

９億７千万円とし、交付見込額との差額であります２千８２０万円余

りにつきましては、今後の補正の財源として保留している状況にござ

います。 

特別交付税につきましては、今年度の交付見込額に地方財政計画の

推計伸び率や地域おこし協力隊員数、移住・定住施策、特定地域づく

り事業、松丸高校プロジェクト事業等に要する経費などを勘案し試算

をしましたところ、前年度比１１.７％増の１億５千８３８万７千円

と推計しておりまして、このうち、前年度比１千万円増の１億４千万

円を予算計上をしております。 

次に、臨時財政対策債につきましては、地方財源不足の縮小に伴い、

地方債計画でも大幅な減額となっているため、計画に示された市町村

分の伸び率を用いて、前年度比４３.９％減の１千１５２万４千円と

しております。 

また、１６ページには、過去１０年間の地方交付税等の推移を掲載

をしておりますが、近年は大幅な削減もなく安定して推移をしている

ところでございます。 

次に１７ページをご覧ください。 

こちらには、一般会計における主要な基金の明細を掲載をしており

ます。 

まず、財政調整基金は、平成２８年度までは、行財政改革の効果や

地方交付税の回復などの影響により、財源留保のために積立てを行う

ことができまして、２８年度に一部取り崩しを行ったものの、年度末

残高も過去最高の９億円を超えておりました。しかしながら、翌２９

年度からは財源不足が生じ、令和元年度までは取り崩しを余儀なくさ

れております。令和２年度から３年度につきましては、新型コロナの

影響等による各種事業の取り止めや、地方交付税の大幅な増加等もあ
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りまして、取り崩しが不要となり、また、令和４年度も当初予算では

取り崩しを計画をしておりましたけれども、交付税の増や決算見込み

により、取り崩しを取りやめるようにし、令和３年度決算時での剰余

金の２分の１相当額と、歳出予算における利子相当額の合計１億３千

６２５万７千円の積み立て分を加算した令和４年度末の財政調整基

金残高は、１１億６６万円となる見込みであります。 

次に、庁舎建設基金は、平成２５年度に基金を造成し、令和元年度

から事業推進に必要な財源として充当をしておりましたが、新庁舎及

び防災拠点施設建設事業の完了に伴い、令和４年度をもって廃止する

こととしております。 

次に減債基金につきましては、今年度末残高が１億１千５３０万円

余りとなっており、今後、将来の公債費負担に対応し、年度間の償還

費平準化の財源とすることとしております。 

続いて資料１８ページをご覧ください。 

「④町債の明細」について、説明をいたします。 

この表は起債種別ごとの発行予定額、交付税還元率等について示し

ているものでございまして、表の最下段、水色で着色しております部

分にありますように、令和４年度末の残高見込額は５８億５千２３３

万２千円で、令和５年度中の借入予定額と償還予定額を加除した令和

５年度末の残高見込額は５８億３千８５７万６千円と見込んでおり

ます。 

令和５年度中の借入の予定額でございますけれども、上から順に、

緊急自然災害防止対策事業債は、８ヶ所分のがけ崩れ防災対策事業及

び６ヶ所分のがけ崩れ防災事業に係る測量試験費に６千３２０万円

の発行を見込んでおり、緊急防災・減災事業債は、防災等情報伝達設

備更新事業外３事業に１億４６０万円、辺地対策事業債は、葛川沈下

橋橋梁修繕事業に２３０万円、過疎対策事業債では、ハード分として、

森の国ぽっぽ温泉大規模改修事業外２２の事業に２億３千７４０万

円、ソフト分としては、各部落が自主的に地域づくりを推進していく
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ための地域づくり交付金事業や結婚・出産祝金、住宅建築奨励金など

の移住定住施策などの政策的な事業、全１９事業に対して１億２７０

万円の発行を見込んでおります。 

臨時財政対策債は１千１５２万４千円で、地方財源の補てん措置と

して地方財政法で発行が認められている起債であり、備考欄に記載の

とおり、全て交付税で還元をされます。 

また、下段には、地方債現在高の推移を掲載しておりますが、近年

は大型建設事業の実施に伴い増加傾向にあり、中長期的な視点での総

額抑制と還元率の高い有利な起債獲得に努めなければならないと考

えております。 

なお、今後は令和４年度末残高をピークに減少傾向で推移する見通

しとなっております。 

続いて資料１９ページをお開きください。 

ここからは歳出の説明資料となっております。 

一般会計款別の歳出予算額と構成比、前年度との比較増減の状況を

掲載をしております。時間の都合上、特徴的なもの、増減の特に大き

い項目のみ説明をさしていただきます。 

２款総務費は、防災等情報伝達設備更新事業費や地域公共交通会議

事業費補助金などが増となる一方、庁舎建設事業費の大幅な減額によ

り、前年度比３２.３％減の８億４千２０８万５千円を計上をしてお

ります。 

３款民生費は、老人保護措置費や高齢者共同生活住宅低圧化改修事

業費、ねんりんピック実行委員会補助金の増等により、７.５％増の

８億３千２０６万５千円となっております。 

２０ページをご覧ください。 

６款農林水産業費は、経年劣化等に伴う防除装置やトマトハウス B

棟の養液装置など農林公社施設整備事業費の増などによりまして、

５.４％増の３億２千８９５万１千円を計上をしております。 

７款商工費は、森の国ぽっぽ温泉大規模改修事業費やＤＭＯ設立支



－ 72 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

援委託事業費が増となる一方、新型コロナウイルス感染症対策として

実施しました地域応援商品券事業費や観光宿泊事業者応援事業費等

の減により６.４％減の２億３千１６２万８千円を、８款土木費には、

道路舗装修繕事業費や町道延行線改良事業費が増となる一方、橋梁修

繕事業費の減などにより、７.３%減の４億１千１５０万円を計上をし

ております。 

９款消防費は、耐震性貯水槽整備事業費や延野々消防車庫建設事業

費の増により１４８.７%大幅増の８千９７３万８千円を、続いて２１

ページをご覧ください。 

１０款教育費は、スポーツ交流センター屋根改修事業費や河後森城

跡環境整備事業費の減などによりまして、１９.０％減の３億９６９

万８千円を計上をしております。 

１１款災害復旧費は、林道小唐井線災害復旧事業の完了に伴い９

９.９%減３千円の存置の計上とさしていただいております。 

１２款公債費につきましては、１.９％増の５億４千７９９万３千

円を計上しております。公債費に関しては、近年、大型建設事業の実

施に伴い多額の地方債を発行したことにより、平成２９年度を起点と

して増加をしておりまして、中長期財政計画における試算によります

と、令和１０年度には６億２千万円台まで増嵩する見込みとなってお

ります。今後におきましては、事業の緊急性等を考慮し、真に必要な

建設事業の厳選により、地方債の発行抑制に努める所存でございま

す。 

２２、２３、２４ページには、歳出の性質別内訳及び投資的経費の

明細について、それぞれ増減理由等をまとめております。 

特に性質別分析の義務的経費においては人件費が職員の補充、人事

院勧告による給与改定等により３千６００万円程度増加をしており

ます。令和６年度以降において会計年度任用職員の待遇改善として勤

勉手当の創設が予定をされておりますし、義務的経費の増嵩には意を

払う必要があり、定員適正化計画のもとに人員管理に努める所存でご
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ざいます。 

以下につきましては、これまでの説明と重複いたしますので、説明

を省略をさせていただきます。後ほどお目通しをお願いします。 

一般会計の説明は以上でございますが、２５ページから２７ページ

にかけましては、特別会計に関して、歳入、歳出の主な項目に区分し、

過去８年間の決算と令和４年度の決算見込み、令和５年度の予算計上

額を取りまとめております。そのうち、令和５年度の歳入、歳出予算

の概要について説明を申し上げます。 

２５ページをご覧ください。 

まず、「(１)国民健康保険特別会計」の予算規模は前年度比１.３％

減の５億８千７００万円としております。 

平成３０年度より国民健康保険の財政運営の責任主体が愛媛県へ

移行し、これまで市町単位で行われてきた運営が広域化され、安定的

な財政運営と効率的な事業運営が展開をされております。国保会計

は、医療費の動向が重要な要素でありますが、歳入のうち保険税収入

は、４年度決算見込みと比較して２.１%減の６千３３１万３千円と推

計し、歳出のうち、保険給付費については、５年度は、新型コロナウ

イルスの影響による医療機関等への受診控えも徐々に回復するであ

ろうこと、また保険給付費は年々増加傾向にあることから、４年度の

決算見込みに比べ７千９０２万６千円の増と推計をしております。 

今後も、特定健診の受診率向上対策や予防活動を充実させることに

よって、町民の健康増進と医療費の抑制を図り、健全財政を維持する

ことが重要であると考えております。 

次に、「(２)中央診療所特別会計」の当初予算の規模は、２.５％減

の３億１千４００万円としております。 

主な要因は、令和４年度の人事院勧告による期末・勤勉手当等人件

費は増加する一方、内視鏡システム等の備品購入費が減額となったこ

とによるものです。 

診療所においては、新型コロナウイルス感染症対応をはじめとし、
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地域医療を取り巻く環境は依然厳しさを増しているところでありま

すが、羽生田医師を中心に、自治医科大卒の医師や医療スタッフが一

丸となって診療所を運営をしております。中央診療所が、住民に親し

まれ信頼される地域医療機関として、患者のニーズに対応した親切か

つ適正な医療サービスの提供と、予防からリハビリまでの包括医療の

推進に努めるとともに、健全経営にも注力することが重要であると考

えております。 

２６ページをご覧ください。 

続いて、「(３)住宅新築資金等貸付事業特別会計」の予算規模は、

５６.４%減の１７万５千円であります。主な要因は、住宅新築資金等

償還システムデータ委託事業の完了によるものです。 

当会計は、令和３年度決算の３千９７６万３千円の赤字額につい

て、滞納者に対し、現地相談も含め、督促と電話等での納付を促すな

ど、滞納整理に努めました結果、４年度決算では３千７９６万６千円

と、１７９万７千円減少したところであります。しかしながら依然会

計は厳しい状況でありまして、今後も返済方法等の相談業務に努め、

計画的な滞納解消に向けた協議を行って参ります。赤字額の解消は、

未収金を回収する以外に方法がありませんので、法的な措置も踏ま

え、積極的な対策に取り組むことが重要であると考えております。 

続いて、「(４)介護保険特別会計」でありますが、当初予算の規模

は０.５％減の７億５千６００万円であります。 

歳入のうち保険料は、４年度の決算見込みに対し、１千７５２万６

千円１７.４％増の１億１千８２２万７千円を見込み、支払基金交付

金は、１千４０４万６千円８.１％増の１億８千８２３万２千円、国

県支出金は、２千１８２万７千円７.６％増の３億１千９０万２千円

としております。 

また歳出のうち保険給付費は、４年度の決算見込に対し、５千２８

４万８千円８.５％増の６億７千６０１万２千円と見込んでいるとこ

ろです。 
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２７ページをご覧ください。 

次に「(５)後期高齢者医療保険事業特別会計」の予算規模は、１.

３％減の７千４５０万円としております。 

歳入は、保険料３千９２０万５千円、一般会計からの繰入金３千１

１３万２千円などで構成をされ、歳出では広域連合への納付金６千９

６２万５千円が主な内容となっております。 

最後に「(６)簡易水道特別会計」につきましては、令和５年度から

公営企業会計へ移行し、本表においては、令和３年度までの決算、４

年度の決算見込みを記載をさしていただいております。 

本会計については、事業収入をもって全ての支出を賄える実質的な

独立採算であります。 

人口減少が進行する中、４年度の実質収支は１千９９５万１千円の

黒字の見込みで、この実質収支から３年度の実質収支を差引いた単年

度収支も４３５万７千円の黒字となっております。 

続いて２８ページをご覧ください。 

令和５年度から公営企業会計に移行した「水道事業会計」について

御説明をします。 

まず第３条予算ですが、水道事業の収益的収入及び支出の部、収入

において、簡易水道事業収益の予定額を１億１千１４万６千円として

おります。 

内訳といたしましては、主に水道料金となる営業収益は、９千６１

２万１千円計上をするほか、一般会計からの補助金等である営業外収

益は、１千４０１万５千円、特別利益は１万円を計上をしております。 

次に支出につきましては、簡易水道事業費用の予定額を１億９１９

万７千円としております。 

内訳は、水道施設の管理等に要する経費である営業費用は、８千６

５３万９千円を計上するほか、企業債の償還利息、消費税の営業外費

用は７９９万２千円を計上し、将来発生する特定の費用や損失に備え

る引当金の予算となる特別損失は９６６万６千円、予備費は、５００
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万円を計上をしております。 

続いて、第４条予算、資本的収入及び支出の部の収入につきまして

は、資本的収入の予定額を１千３１８万１千円としており、内訳は出

資金で、予算額の１千３１８万１千円は、地方公営企業繰出基準に基

づき一般会計からの企業債の償還元金を計上するものであります。 

次に支出につきましては、資本的支出の予定額を、２千４５７万２

千円としております。 

建設改良費は、水道施設の整備に要する経費として１万１千円を計

上し、企業債償還金は、２千４５６万１千円としているところでござ

います。 

簡易水道事業につきましては、施設の老朽化に伴う経費の増加や人

口減少に伴う水道使用料収入の減少といった将来的な課題に対し、中

長期的な視点に立った経営基盤の強化や財政マネジメントの向上が

求められております。公営企業会計移行後におきましても、簡易水道

事業の適正な運営を図り、健全経営に努めて参りたいと思います。 

資料２９ページから６９ページは、予算審議の効率化を図るため、

町の重点施策５項目、それぞれ施策区分ごとに、主要な新規事業・拡

充事業の概要や目的、事業費、財源内訳等をまとめておりますので、

後ほどお目通しをいただきまして、予算審議の参考としていただけれ

ばと思います。 

以上、長くなりましたが、令和５年度一般会計及び特別会計並びに

企業会計の当初予算の概要について、私からの説明とさせていただき

ます。 

副町長の総括説明が終わりました。 

これから、各会計に対する質疑を行います。 

まず、議案第１８号「令和５年度松野町一般会計予算」についての

質疑を行います。 

(質疑 ～ なし) 

質疑なしと認めます。 
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続いて、議案第１９号「令和５年度松野町国民健康保険特別会計予

算」についての質疑を行います。 

(質疑 ～ なし) 

質疑なしと認めます。 

次に、議案第２０号「令和５年度松野町国民健康保険中央診療所特

別会計予算」についての質疑を行います。 

(質疑 ～ なし) 

質疑なしと認めます。 

続いて、議案第２１号「令和５年度松野町住宅新築資金等貸付事業

特別会計予算」についての質疑を行います。 

(質疑 ～ なし) 

質疑なしと認めます。 

次に、議案第２２号「令和５年度松野町介護保険特別会計予算」に

ついての質疑を行います。 

(質疑 ～ なし) 

質疑なしと認めます。 

続いて、議案第２３号「令和５年度松野町後期高齢者医療保険事業

特別会計予算」についての質疑を行います。 

(質疑 ～ なし) 

質疑なしと認めます。 

最後に、議案第２４号「令和５年度松野町簡易水道事業会計予算」

についての質疑を行います。 

質疑なしと認めます。 

これで、当初予算７会計に対する質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております、議案第１８号から、議案第２４号

までの各案は、お手元に配布の議案付託表のとおり、それぞれ所管の

常任委員会に付託したいと思います。 

御異議ありませんか。 
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（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、議案第１８号「令和５年度松野町一般会計予算」以下、

議案番号の順を追い、議案第２４号「令和５年度松野町簡易水道事業

会計予算」までの各案は、それぞれ所管の常任委員会に付託すること

に決定しました。 

以上で、本日の議事日程は全て終了しました。   (１４：３３) 

本日は、これで散会します。           (１４：３４) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


